
福祉保健生活環境委員会会議記録 

 

                    福祉保健生活環境委員長  二ノ宮 健治   
 

１ 日 時 

   令和５年３月１４日（火） 午前１１時００分から 
                午後 ４時３５分まで 

 

２ 場 所 

   第５委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

   二ノ宮健治、後藤慎太郎、三浦正臣、元吉俊博、御手洗吉生、羽野武男、玉田輝義、 
   荒金信生 

 

４ 欠席した委員の氏名 

な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   猿渡久子 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   福祉保健部長 山田雅文、生活環境部長 高橋強、病院局長 井上敏郎 ほか関係者 

 
７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 
 

８ 会議の概要及び結果 

（１）第１号議案のうち本委員会関係部分、第３号議案、第４号議案、第１３号議案、第２ 

１号議案、第２２号議案、第２３号議案、第２４号議案、第２５号議案及び第２６号議 

案については可決すべきものと、いずれも全会一致をもって決定した。 

 請願２２、請願２３、継続請願１６及び継続請願２０については、結論を得るに至ら 
なかった。 

（２）第２０号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答することに、第３ 

６号議案については、可決すべきものと文教警察委員会に回答することに全会一致をも 
って決定した。 

（３）陳情５２、５３及び５６について質疑を行った。 

（４）大分県病院事業中期事業計画（第五期）について、第６次大分県食品安全行動計画の 

策定について、大分県水道広域化推進プランの策定について及び新型コロナウイルス感 

染症についてなど、執行部から報告を受けた。 

（５）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。 
 

 



９ その他必要な事項 

   な し 
 

１０ 担当書記 

   議事課委員会班    主査 飛鷹真典 

   政策調査課調査広報班 主査 吉野美穂 
 
 
 
 
 
 



福祉保健生活環境委員会次第 

 
日時：令和５年３月１４日（火）１１：００～ 

場所：第５委員会室            

 

１ 開  会 

 

 

２ 病院局関係                        １１：００～１１：４０ 
（１）付託案件の審査 

   第 １３号議案 令和５年度大分県病院事業会計予算 

   第 ２５号議案 大分県病院事業に係る料金条例の一部改正について 

   第 ２６号議案 権利の放棄について 

（２）諸般の報告 

   ①大分県病院事業中期事業計画（第五期）について 

（３）その他 

 
 

３ 生活環境部関係                      １３：００～１４：４５ 

（１）合い議案件の審査（付託委員会：文教警察委員会） 

第 ３６号議案 大分県立歴史博物館の設置及び管理に関する条例等の一部改正 

について（本委員会関係部分） 

（２）付託案件の審査 

   第  １号議案 令和５年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分） 
   第 ２３号議案 大分県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例の一部改正 

について 
第 ２４号議案 大分県立自然公園条例の一部改正について 
請  願 ２３ 陸上自衛隊大分分屯地への大型弾薬庫新設に反対する意見書の提出等 

について 
継続請願 １６ 犬猫の殺処分における安楽死を求めることについて 

（３）付託外案件の審査 
陳  情 ５２ 日本全体で解決すべき問題として普天間基地周辺の子どもたちの安全 

保障を求める意見書の提出について 
陳  情 ５６ 子どもたちの生活がより文化的なものとなるよう感染対策の緩和にむ 

けて大分県としてのメッセージ発出を求める陳情 
（４）諸般の報告 
   ①第６次大分県食品安全行動計画の策定について 
   ②大分県水道広域化推進プランの策定について 
   ③性的少数者への理解促進に関する調査研究会の結果報告について 

（５）その他 
 



４ 福祉保健部関係                      １４：４５～１６：３５ 

（１）合い議案件の審査（付託委員会：総務企画委員会） 

   第 ２０号議案 大分県使用料及び手数料条例等の一部改正について 

（本委員会関係部分） 

（２）付託案件の審査 

第  １号議案 令和５年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分） 
第  ３号議案 令和５年度大分県国民健康保険事業特別会計予算 
第  ４号議案 令和５年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算 
第 ２１号議案 おおいた子ども・子育て応援県民会議条例の一部改正について 
第 ２２号議案 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正 

について 
請  願 ２２ 第９期介護保険制度改正に向け被保険者の負担増につながる見直しを 

行わないことを求める意見書の提出について 
継続請願 ２０ 物価高騰に見合う年金額引上げを求める意見書の提出について 

（３）付託外案件の審査 
   陳  情 ５３ 児童相談所及び相談員制度の改善と里親委託解除の撤回を求める陳情 
（４）諸般の報告 

①指定障害児通所支援事業所の指定取消について 
   ②新型コロナウイルス感染症について 
（５）その他 
 
 
５ 協議事項                        １６：３５～１６：４０ 

（１）閉会中の継続調査について 

（２）その他 
 
 
６ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

二ノ宮委員長 ただいまから、福祉保健生活環

境委員会を開きます。 

 本日はオンライン委員会の試行として執行部

の皆さんにオンラインで委員会を傍聴いただく

こととしています。委員会室の２か所にＷｅｂ

カメラやモニターを設置して、Ｚｏｏｍ（ズー

ム）で中継をしていますが御了承いただくよう

お願いします。 

 また、福祉保健部及び生活環境部においては、

今回付託された令和５年度当初予算議案の説明

にあたり、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（サイドブック

ス）の通知機能を使用して説明します。Ｓｉｄ

ｅＢｏｏｋｓを御覧の委員は、タブレット右下

に青い通知が出るのでそちらをクリックしてく

ださい。また、紙資料を御覧の委員は執行部が

資料の説明ページを案内するので、そのページ

をお開きください。 

ＳｉｄｅＢｏｏｋｓの通知機能を常任委員会

で利用するのは、今回が初めてです。来年度か

ら、デジタル化を本格的に進めていくこととし

ており、改善点を見つけていくための試みとな

るので、うまくいかない場合もあるかもしれま

せんが、御容赦ください。 

 それでは、本日審査いただく案件は、今回付

託を受けた議案１０件、総務企画委員会及び文

教警察委員会から合い議があった議案２件、請

願２件、継続請願２件及び陳情３件です。 

 この際、案件全部を一括議題とし、これより

病院局関係の審査に入ります。 

それでは、付託案件の審査を行います。第１

３号議案令和５年度大分県病院事業会計予算に

ついて、執行部の説明を求めます。 

井上病院局長 二ノ宮委員長をはじめ委員の皆

様には、病院局の事業について日頃より御指導、

御支援を賜り誠にありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染症については、御案

内のとおり減少傾向であり、県内の感染状況は

好転していますが、なお安心はできない状況で

す。当院においては、今後も感染状況に注視し

ながら、引き続き対応します。 

本日は、付託案件の審査として、令和５年度 

大分県病院事業会計予算と大分県病院事業に係

る料金条例の一部改正について及び権利の放棄

について、それぞれ御説明します。あわせて、

大分県病院事業中期事業計画（第五期）につい

て御報告します。 

 それでは引き続き、第１３号議案令和５年度

大分県病院事業会計予算について御説明します。 

議案書は７２ページからになりますが、本日

は、お手元の福祉保健生活環境委員会資料で御

説明します。 

タブレット資料の２ページから令和５年度病

院局予算概要を添付していますが、４ページを

お開きください。 

福祉保健部が所管している、県立病院対策事

業費の概要です。一般会計から病院事業会計へ

の負担金は、表の事業概要欄の二重マル、病院

事業会計負担金にあるように１１億１，０４８

万４千円で、前年度と比べ増額となっています。 

増額の要因としては、現在進めている自家発電

設備等浸水対策工事に係る企業債の償還が開始

することなどです。また、その下の二重マル、

県立医療施設整備基金積立金６３万１千円につ

いては、福祉保健部が所管している県立医療施

設整備基金の運用利息を積み立てるものです。 

以上で、一般会計予算のうち県立病院対策事

業費の概要の説明を終わります。 

それでは、５ページをお開きください。 

次に、病院事業における令和４年度当初予算

との比較の概略を御説明します。令和５年度は、

コロナ禍による受診控えにより減少した患者数

が緩やかに回復すると見込んで予算編成してい

ます。それでは上段、収益的収支予算の表を御

覧ください。令和５年度の単年度損益は１億４，

４００万円の黒字予定で、令和４年度と比較す

ると減益となる見込みです。これは入院、外来

収益共に増収するものの、物価高等の影響によ

り経費等がさらに増額することを見込んだもの
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です。下段の資本的収支予算については、手術

支援ロボットシステムの導入等を行いますが、

総合情報システムの更新と自家発電設備等浸水

対策工事の完了などに伴い、収入、支出共に令

和４年度と比較すると減額となります。 

６ページをお開きください。 

令和５年度予算の概要を千円単位で記載して

います。まず、収益的収入及び支出のうち、

（１）病院事業収益について御説明します。 

左側の表ですが、医業収益は入院収益、外来

収益などの合計です。入院、外来患者数や単価

については、令和４年度決算見込みを基に算定

しています。これに医業外収益、特別利益を加

えて、病院事業収益は右の表の一番下、合計欄

にあるように２０７億３，１４０万２千円です。 

次のページをお開きください。 

（２）病院事業費用についてですが、職員の

給与費、薬品費等の材料費、減価償却費などで

構成される医業費用に、医業外費用、特別損失

を加えて、右の表の一番下、合計の欄にあるよ

うに２０５億８，７１３万２千円です。 

次に、８ページをお開きください。 

資本的収入及び支出についてです。（１）の

資本的収入は、左の表に掲載している企業債、

負担金で構成され、合計９億１，４６９万３千

円です。また、右の表（２）資本的支出は、建

設改良費と企業債償還金、他会計からの借入金 

償還金及び投資その他の資産で構成され、合計

２６億８，２４３万６千円です。 

なお、投資その他の資産について、公営企業

は投資有価証券を保有することが認められてい

ることから、運営に支障のない範囲内で資金運

用を行うものです。投資先としては、国債や公

債など元本保証があるものとし、投資時期に有

用な商品がない場合は投資を行わず、これまで

どおり定期預金等で運用を行う予定です。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第２５号議案大分県病院事業に係る料

金条例の一部改正について、執行部の説明を求

めます。 

於久医事・相談課長 第２５号議案大分県病院

事業に係る料金条例の一部改正について御説明

します。 

議案書は２２６ページからになりますが、引

き続き福祉保健生活環境委員会資料で御説明し

ます。タブレット資料の９ページをお開きくだ

さい。 

１の改正概要ですが、自動車損害賠償保障法

の一部改正に伴い、大分県病院事業に係る料金

条例の規定を整備するものです。 

次に、２の改正内容ですが、料金条例の別表

に、交通事故被害者の医療費を加害者の自賠責

保険で支払う場合の料金を規定しています。そ

の根拠法令となっている自動車損害賠償保障法

第７２条第１項を、法改正に伴い第７２条第１

項第１号及び第２号に改正するものです。これ

は資料右側の参考に記載のとおり、条文の内容

に変更はありませんが、第７２条第１項が第１

号と第２号に分離、整理されたことによるもの

です。なお、てん補という言葉のてんの字が平

仮名から漢字に法改正されたことから、料金条

例も漢字表記に改めます。 

最後に、資料左下の３施行期日ですが、自動

車損害賠償保障法等の一部を改正する法律の施

行日である令和５年４月１日としています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 
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二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第２６号議案権利の放棄について、執

行部の説明を求めます。 

於久医事・相談課長 第２６号議案権利の放棄

について御説明します。 

議案書は２２７ページからになりますが、引

き続き福祉保健生活環境委員会資料で御説明し

ます。タブレット資料の１０ページをお開きく

ださい。 

この議案は、大分県立病院の医業未収金に係

る債権のうち、回収が不能なものについて、権

利放棄の議決をお願いするものです。 

１の債権放棄の院内基準ですが、（１）５年

以上経過した未収金で、住民票調査により債務

者が行方不明のとき、（２）患者本人が死亡し

ており、債務を承継する相続人が不存在である

とき、（３）自己破産により債務免除のあった

もののいずれかに該当する場合に、債権放棄の

対象者としています。 

この基準に基づき、今回は２の表の（１）行

方不明者と（３）自己破産者分を合わせて、計

１４名６８万４，８１９円の権利放棄をお願い

するものです。 

３の未収金回収の取組ですが、一つ目、二つ

目のマルについては平成２８年度から未収金担

当者の専任化を図るとともに、専用電話を設置

し、毎週１回、夜間に電話による督促や文書に

よる催告を行っています。また、平日の訪問徴

収に加えて月１回、休日にも訪問徴収を行うな

ど対策を強化しています。また、三つ目のマル

については、平成２５年度から、発生後１年を

経過した未収金で徴収が困難なものについては、

回収業務を弁護士法人に委託しており、さらな

る回収に努めています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

後藤副委員長 ちょっと興味があるから教えて

ください。この５年間以上経過した未収金につ

いては、もともと悪意があって払う気がなかっ

たのでしょうか。 

例えば、払いたいけど経済的理由により払え

ないとか、もし分かれば教えてもらいたいなと。

いろんな事情はあるでしょうが、５年間追いか

けるわけで、これにかかるお金のことを考えた

らどうなのかなと。すごいお金がかかるんじゃ

ないかとちょっと気になったもので。もし分か

るなら教えてください。 

於久医事・相談課長 確かに、経済的理由の方

もいます。その場合でも、医療ソーシャルワー

カー（ＭＳＷ）等が丁寧に説明をしながら、例

えば分割払いとか猶予を設けるなどはしていま

す。 

今回の権利の放棄についても、当初はそうい

った形でやっていた患者もいましたが、その後

なかなか連絡が取れなくなり、所在調査の中で

住所がつかめず行方不明となったので、今回は

放棄することにしています。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、付託案件の審査を終わります。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。 

それでは、①の報告をお願いします。 

塩月病院局次長 それでは、大分県病院事業中

期事業計画（第五期）の概要について御報告し

ます。 

タブレット資料の１１ページをお開きくださ

い。 

まず、資料上段に、平成１８年度に策定した

第一期計画から今年度が最終年度である第四期

計画までの取組についてまとめています。資料

左上にあるとおり、県民医療の基幹病院として、 

高度専門医療と政策医療の充実強化に努めてお

り、平成１８年度に地方公営企業法の全部適用

になってからは、収益的には黒字基調で推移、
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一般会計負担金も逓減しています。 

今後の主な課題としては、上段の右側にある

とおり、地域医療構想を踏まえた高度急性期、

急性期医療の機能充実強化、新型コロナや新興

感染症への対応、２０２４年度から医師の時間

外労働の上限規制が始まるので、その医師の働

き方改革への対応、ＩＣＴ技術の医療分野への

活用推進、地域医療機関等との連携の確保、診

療報酬改定への適切な対応などがあります。Ｉ

ＣＴ技術の活用の一つとして、右側にある写真

が手術支援ロボットダヴィンチです。来年度の

導入を予定しています。 

資料の中ほどからが、第五期中期事業計画の

策定に関する説明です。基本理念を、持続可能

な病院を目指してとしており、これまでの取組

を継続しながら、さらなる発展を目指したいと

いう思いを込めています。計画期間は令和５年

度から令和８年度までの４年間です。 

その下に七つの基本方針を定め、実行計画と

して五つの柱立てで具体的な取組を記載してい

ます。 

１当院の果たすべき役割は、高度急性期、急

性期の医療を提供する病院として、断らない受

入体制を堅持することとしています。 

２県民医療の求める医療機能の充実では、

（１）高度専門医療の提供として、①これまで

の高度専門医療の提供を行いつつ、②新しい高

度専門医療の推進――ゲノム医療の充実やロボ

ット手術の導入などを進めます。その下、（２）

政策医療としては、精神科救急医療や感染症対

応、災害医療の充実強化にも努めます。感染症

対応は、新型コロナでの経験も踏まえ、福祉保

健部とも連携しながら新興感染症への対応を進

めることになると認識しています。 

３良質な医療提供体制の確保と患者ニーズへ

の対応では、これまでも病院として取り組んで

いますが、昨今報道でも見られるサイバーテロ

攻撃へのセキュリティ対策を強化することとし

ています。病院が機能不全とならないよう、リ

スク管理も適切に行います。 

４地域医療機関等との医療連携では、これま

での病診、病病連携も進めますが、新たな取組

としては、（２）の大分市と大分市連合医師会

が構築する医療情報ネットワークへの参画があ

ります。中部医療圏の医療機関が医療情報を共

有することで、薬剤の重複投与の防止や効率的

な診療、検査につながり、医療の質の向上が見

込まれます。 

５経営基盤の強化では、診療報酬改定の動き

に適切に対応し、収益を確保するとともに、職

員一人一人の経営に対する意識の醸成を進める

など、必要な取組を引き続きコツコツと進める

こととしています。 

資料右下の稼働目標、収支計画ですが、考え

方としては、新型コロナ発生以前、令和元年度

の経営に近づけていくことを目標としています。

現在の堅調な経営を継続して収益を確保し、必

要に応じて新たな投資も可能となるよう、健全

な経営を維持したいと考えています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

玉田委員 今の計画の中の、医療情報ネットワ

ークによる連携で、大分市のおおいたネットが

現状で稼働しているからそこに入るという理解

でいいですか。うすき石仏ねっとはまた別で、

そこにはまだ参画しないという整理でいいです

か。 

塩月病院局次長 おおいたネットは今構築中で、

令和５年度の途中から一部実験的に動く予定で

すが、大分県立病院が参画するのは令和６年度

からです。うすき石仏ねっととつながるのは、

もっと先の話です。 

玉田委員 分かりました。さきほど、中部医療

圏のくくりで説明されたので、大分県立病院が

持つ役割からすると、県下全域でできれば積極

的に参加してほしいなと思いながら説明を聞い

たので、これから県全体を網羅するように、い

ろいろ検討を進めてほしいと思います。よろし

くお願いします。 

塩月病院局次長 そういった意見も出ており、

現在検討中ですが、課題がいっぱいあって、な

かなか進んでいないのが正直なところです。た

だ、おっしゃるとおり目指すところは同じです。 
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三浦委員 ２点お願いします。１点目が医師の

働き方改革についてですが、これはちょっと難

しく、全国的に大きな問題の一つになっている

と思います。大分県立病院として、医師の働き

方改革にどう取り組もうとしているのか、具体

的に教えてください。 

 もう１点が、特定行為研修終了看護師の確保

について、大分県立病院における現在の看護師

の数と、どれくらいの看護師を確保する必要が

あるのか具体的に教えてください。 

井上病院局長 医師の働き方改革は令和６年か

ら始まり、１０年間の猶予があります。 

医師には応召義務があって、求められたら際

限なく頑張れるだけやると。それがこれまでの

やり方でした。そうなると、労働時間は正直本

当にむちゃくちゃになるわけです。それを改善

していくので、ある一定水準の申請をしなけれ

ばいけないわけです。 

 具体的にはこの後、院長がさらに詳しく説明

しますが、人手が足りないとかでなかなか難し

い場合に許されるＢ水準と、通常の一般的な医

療の中ではここまでというＡ水準があります。

それを混ぜた形になりますが、月８０時間、年

９６０時間のＡ水準が最終的な目標になります。 

佐藤県立病院長 具体的に、大分県立病院とし

ては約２年前、本格的には１年前からタイムス

タディーあるいは自己申告で全医師の勤務状態

を把握して、数十人の医師がＡ水準の９６０時

間、数人の医師が１，８６０時間でＢ水準と、

推奨を超えている実態を把握しました。それと

同時に、実態を把握する中でそれを削り、時間

内に収める勤務シフトを組めないかと検討して

おり、もう実用化と言うか、試行を始めていま

す。２０２４年４月にはどの医師がＡなのかＢ

なのかを決定し、労働基準監督署に届出をして

許可を得る必要があるので、令和５年度の秋ぐ

らいにはそこを整えて認可を得るところまで到

達できるように今、努力している途中です。 

 おおむね順調に進んでいると考えていますが、

一部の診療科、特に救急絡みの診療科は当初予

想していた時間をオーバーする医師が出るだろ

うと。ここをどう分散していくかですが、これ

はタスクシェア、他職種への移譲が絡んできま

すが、今は３月なので、ここ半年の課題として

労働基準監督署などと相談しながらやっていま

す。基本的には２０３５年までに全てＡという

のが義務付けられているので３、４年後にはこ

のあたりまでという年単位の改善計画も同時に

立てながら進めていこうと考えています。 

小畑県立病院副院長兼看護部長 特定行為研修

が終了した実習生は、現在８人います。毎年３

人を輩出しており、来年度９月からは５人を育

成します。最低でも年間５人は育成できるかと

考えています。 

 将来的な目標は、各部署で常に特定行為がで

きる看護師が常駐することです。各部署で大体

５人前後がベストではないかと思っており、そ

うなると、必要なところが１０部署あるので、

５０人前後は育成したいと考えていますが、現

状では来年度５人が精一杯かと。全国でもそう

いった研修が行われているので、そこへ研修に

行かせたいと思います。 

まだ、５０人の達成はなかなか難しいですが、

せめて部署に１人ずつは常駐できるようにして

いきたいと考えています。 

三浦委員 医師の働き方改革の現状がよく分か

りました。半年間、しっかり課題に取り組んで

いただきたいと思います。 

 看護師の関係ですが、県内では特定行為研修

はどこで行われていますか。 

小畑県立病院副院長兼看護部長 私が把握して

いる限りですが、大分大学医学部附属病院と大

分岡病院がしていたと思います。 

後藤副委員長 施設設備の充実で、前にも聞き

ましたが、駐車場がいつもいっぱいで、遠いと

ころに駐車しなければならないので、立体駐車

場をつくってもらえないかと。その際には、例

えば車椅子の方が雨の日でも濡れないように、

病院と立体駐車場を２階でつないだ方がいいと

思います。 

また、今は遠方から来る方が多く、朝の時間

は渋滞するので早めに来る方もいます。そうい

う方の話を聞くと、コンビニが病院の中にある

ので、外にあるといいなという話もしていまし
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た。こういった施設の充実を求める声もよく聞

くし、遠方から来る方のことを考えるとそうい

った整備も必要ではないかと思いますが、いか

がでしょうか。 

井上病院局長 御指摘の点は、利用する側にと

って非常に大事な問題と思っています。 

 医療施設としては県内、市内も含めて他の病

院と比べて駐車場所はかなりある方だと思って

います。ただ、やはり来院が集中する時間は駐

車場所が非常に遠くなり、しかも雨に濡れてし

まう構造。実は、これを立体化する話もあがっ

たたことがあります。ただ、立体化すると構造

上、駐車できる台数がすごく減ってしまうと。

雨に濡れない一方で、お金をかける割には駐車

台数が減ることになります。車椅子の方の駐車

場は、一般の方とは違うところにあって、構造

上雨に濡れずに院内へ入れるようになっていま

す。ただ、駐車できる台数が少ないと思ってい

るので、拡充できるか少し検討させてください。 

 それから、コンビニの問題はコンビニ側との

交渉もあるので。ただ、これからも利便性に関

しては常に耳を傾け、投資できる経営を続けな

がら、そこを少しでも改善できるよう取り組み

たいと思います。 

羽野委員 手術支援ロボットダヴィンチについ

て、どのようなものか説明をお願いします。 

井上病院局長 ロボット手術は人間の手が非常

に届きにくい場所を手術するために行います。

例えば、非常に小さな動きを設定して、お腹の

奥、骨盤の奥などで正確に手術をすることがで

きます。カメラを使ってできるだけ傷口を小さ

くして行う内視鏡手術がありますが、ダヴィン

チは、それをロボットに発展させたものです。  

今、前立腺の手術などで活躍していますが、

ここは非常に奥まっていて、できるだけ傷を小

さくしようとしても非常に手が届きにくい。非

常に小さな動きを再現しながら、傷をできるだ

け小さくして正確に手術するのが非常に合目的

なので、そこで発揮しています。婦人科の骨盤

手術、それから直腸の手術への応用が既に始ま

っています。 

そこがロボット手術のメリットですが、やは

り維持管理が非常に大変なのと、医師が誰でも

できるわけじゃありません。それから、もちろ

ん機器も非常に高額です。そういったことも含

めて、できるだけ早期に大分県立病院で導入し

たかったのですが、ようやく来年度中に導入す

ることとなります。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 ほかに質疑もないので、以上で

諸般の報告を終わります。 

予定している案件は以上ですが、この際ほか

に何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別にないので、これをもって病

院局関係の審査を終わりますが、ここで私から

お礼を申し上げます。 

〔二ノ宮委員長挨拶〕 

〔井上病院局長挨拶〕 

二ノ宮委員長 ありがとうございました。 

 せっかくなので、今年度末で御勇退される皆

様から一言ずつ御挨拶をいただきたいと思いま

す。 

〔首藤総務経営課長挨拶〕 

〔石垣会計管理課長挨拶〕 

二ノ宮委員長 ありがとうございました。 

 これでは、これをもって病院局関係の審査を

終わります。 

 執行部はお疲れ様でした。 

 ここで、暫時休憩します。 

 午前１１時４１分休憩 

――――――――――― 

午後 １時 ２分再開 

二ノ宮委員長 休憩前に引き続き、委員会を開

きます。 

 これより生活環境部関係の審査に入ります。 

本日は、委員外議員として猿渡議員に出席い

ただいています。 

ここで、委員外議員に申し上げます。 

 発言を希望される場合は、各説明事項及び諸

報告の区切りごとに、委員の質疑終了後、挙手

し、私から指名を受けた後、御発言願います。 

進行状況を勘案しながら議事を進めていくの
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で、あらかじめ御了承願います。 

 まずは、合い議案件の審査を行います。 

 文教警察委員会から合い議のあった、第３６

号議案大分県歴史博物館の設置及び管理に関す

る条例等の一部改正について、執行部の説明を

求めます。 

大海私学振興・青少年課長 資料２ページを御

覧ください。 

第３６号議案大分県立歴史博物館の設置及び

管理に関する条例等の一部改正についてのうち、

本委員会関係部分である赤枠部分、第３条旅館

業法施行条例及び第４条青少年の健全な育成に

関する条例の一部改正について説明します。 

次のページを御覧ください。 

１にあるとおり、博物館法は制定されてから

約７０年が経過し、博物館の設置形態の多様化

やまちづくり、国際交流、観光等の関連機関と

連携した、文化施設としての役割が求められて

いることなどから、本年４月に博物館法の一部

を改正する法律が施行されます。 

２改正の概要は主に、①法律の目的及び博物

館事業の見直し、②博物館登録制度の見直し、

③その他規定の整備となっており、このうち当

部関係部分は③の中で、博物館に相当する施設

として指定された施設を規定する条項がずれる

ことに伴うものです。 

３にあるように、法改正により条ずれが発生

する条例は県全体で五つあり、当部関係では①

旅館業法施行条例と、②青少年の健全な育成に

関する条例で、それぞれ規定の整備を行うもの

です。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

 〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案のうち、本委員会関係部分については原

案のとおり可決すべきものと、文教警察委員会

に回答することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案のうち 

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと、文教警察委員会に回答するこ

とに決定しました。 

 次に、付託案件の審査を行います。 

第１号議案令和５年度大分県一般会計予算の

うち、生活環境関係部分について執行部の説明

を求めます。 

高橋生活環境部長 第１号議案令和５年度大分

県一般会計予算のうち、生活環境部関係につい

て御説明します。 

お手元の生活環境部予算概要の４ページをお

開きください。また、タブレットを御覧の方は、

ＳｉｄｅＢｏｏｋｓの通知機能で該当ページを

お知らせするので、そちらをタップしてくださ

い。まず初めに、部全体の歳出予算について説

明します。 

令和５年度生活環境部の予算額は、表の左か

ら２列目の予算額（Ａ）欄の生活環境部①の合

計欄１２７億４，５２７万５千円となります。

これを、表の右から２列目の４年度当初予算額

（Ｂ）１２５億７，４７１万４千円と比較する

と、同じ行の右側、前年度対比の欄ですが、額

にして１億７，０５６万１千円の増額、率にし

て１．４％の増となっています。 

今回は統一地方選挙前なので、人件費等の義

務的経費や継続事業を中心とした骨格予算です

が、喫緊の課題である防災減災対策や先端技術

を活用した事業など、年度当初から対応が必要

な新規事業を当初予算に盛り込んだことから前

年度より増額となっています。それでは、主要

な事業について説明します。 

２７ページを御覧ください。 

一番上のおおいたうつくし作戦推進事業費３，

１５６万３千円です。 

この事業は、美しい自然と快適な地域環境を

将来へ継承するため、おおいたうつくし作戦を

県民総参加で展開するものです。一つ目のマル

新のとおり、環境アプリエコふぁみを活用して、

各地域の環境美化の活動状況を見える化し、県
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民がより活動に参加しやすくなる仕組みづくり

などを進めます。また、二つ目のマル新では、

令和６年度に開催される福岡・大分デスティネ

ーションキャンペーンに向けたおもてなしの一

環として、花の植栽や清掃活動に取り組みます。 

次に、２９ページを御覧ください。 

新規事業、プラスチックごみ削減推進事業費

２，４８８万６千円です。 

この事業は、プラスチックごみ対策を総合的

に推進するため、県民、事業者、行政の３者で

取組を展開するものです。海洋プラスチックご

みの約８割を占めると言われる陸域由来のごみ

について、発生源や河川から海に流出するメカ 

ニズムを調査します。また、家庭向けの対策と

して３Ｒ推進キャンペーンやペットボトルキャ

ップ回収運動を展開するほか、事業者向けの対

策として、漁網や釣り糸などの適正処分につい

て、県漁協と連携して漁業者等への啓発を行い

ます。 

次に、３１ページを御覧ください。 

２番目の「山の日」レガシー推進事業費２千

万４千円です。 

この事業は、第５回「山の日」記念全国大会

のレガシーとして、豊かな自然環境を守り、次

の世代に引き継ぐため、阿蘇くじゅう国立公園

のオーバーユース対策を行うとともに、登山等

のアウトドア情報を発信するものです。マル新

のとおり、周遊バスの運行実証や路上駐車の状

況調査を行うほか、コロナ禍でのアウトドア志

向の高まりを誘客につなげるため、今月１１日

に開設したＷｅｂサイト、オオイタおそと時間

を活用し、山や海、川のアクティビティやキャ

ンプ、登山等のアウトドア情報などを発信しま

す。 

次に、５０ページを御覧ください。 

一番下の青少年等自立支援対策推進事業費５，

３０４万９千円です。 

この事業は、ニートやひきこもり等の社会的

自立に困難を抱える青少年や家族を支援するた

め、ひきこもり地域支援センター等を運営する

ものです。ひきこもり防止対策として、中学校

卒業後の進路未定者や高校中退者に対して、切

れ目ない支援を行うことが重要であることから、

マル新のとおり、市町村が学校との連携を強化

できるよう、市町村支援員を１名増員し、市町

村の支援体制の充実を図ります。 

次に、５２ページを御覧ください。 

一番上の私学振興費３８億３，２３０万９千

円です。 

この事業は、私立学校の教育条件の向上と経

営の健全性確保等を図るため、学校法人等に対

し運営費の助成などを行うものです。少子化の

進行に伴い生徒数が減少する中、私立学校にお

いては、特色ある教育活動のさらなる充実が求

められています。県内に私立高等学校などを設

置する学校法人等に対する経常的経費等の一部

助成などを通じて、より一層魅力ある私立学校

づくりを支援します。 

次に、５３ページを御覧ください。 

一番下の新規事業、私立高等学校ＩＣＴ機器

導入支援事業費２，０１２万５千円です。 

この事業は、私立高校の特色をいかしたＩＣ

Ｔ教育環境の充実を図るとともに、保護者の経

済的負担を軽減するため、保護者が購入する一

人一台端末の費用負担の軽減を図る私立高校に

対し助成するものです。私立高校が住民税非課

税世帯と生活保護受給世帯を対象として、購入

費用の負担軽減を行う場合に、一人当たり最大

４万５千円の補助を行うこととしています。 

次に、６２ページを御覧ください。 

一番下のＨＡＣＣＰフォローアップ事業費２，

９５１万９千円です。 

この事業は、食の安全安心を確保するため、

食品取扱事業者に対しＨＡＣＣＰ（ハサップ）

の導入と定着を支援するものです。ＨＡＣＣＰ

の運用状況のフォローアップを行うほか、オン

ライン上で衛生管理計画の作成ができるＷｅｂ 

ＨＡＣＣＰの改修を行い、対象業種の拡充を図

ります。また、マル新のとおり、科学的根拠に

基づいた自主管理を促進するため、干物や海藻

加工品など基準が策定されていない食品の指導

基準を新たに策定します。 

次に、７５ページを御覧ください。 

上から二つ目の新規事業、衛星画像活用水道
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管漏水調査支援事業費９，９００万円です。 

この事業は、市町村が行う上水道の漏水調査

を効率化し、漏水率の改善と水道の基盤強化を

図るため、衛星画像を用いた水道管の漏水判定

を実施するものです。具体的には、衛星から地

下２メートルまで届く電波を照射して得た画像

から、ＡＩの解析により地中で漏水が疑われる

エリアを抽出します。事前に漏水が疑われるエ

リアの絞り込みが可能となることから、従来の

方法より漏水箇所の発見及び補修を効率的に行

うことができるようになります。 

次に、１０１ページを御覧ください。 

上から三つ目の防災テクノロジー活用推進事

業費１，５６８万９千円です。 

この事業は、頻発、激甚化する自然災害に対

応するため先端技術を活用し、県防災のさらな

る高度化に取り組むものです。大分県防災への

先端技術の活用に関する検討会の意見や大規模

災害の検証等を踏まえ、マル新のとおり災害時

に民間企業と連携したドローン情報共有体制の

構築や、防災分野における衛星データの利活用

に向けた調査研究等に取り組みます。 

次に、１０３ページを御覧ください。 

上から二つ目の新規事業、防災ヘリコプター

更新事業費１７８万１千円です。 

この事業は、飛行安定性を確保した二人操縦

士体制を確立し、救助活動の効率化や事故の未

然防止を図るため、防災ヘリコプターとよかぜ

の機体を更新するものです。令和５年度は、令

和７年度の機体更新に向けた準備として、視察

や入札、契約等を行います。 

最後にその下の新規事業、防災航空隊機能強

化事業費１，２４４万７千円です。 

この事業は、傷病者の救命率向上のため救急

救命処置に必要な資機材を整備するとともに、

南海トラフ地震等の大規模災害発生時に備え、

受援体制の強化に取り組むものです。航空隊員

が行う心肺蘇生に必要な薬剤や、静脈確保や薬 

剤投与の訓練に使用する資機材を購入するほか、

ヘリベース設置機材や非常電源設備等の整備を

行います。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

三浦委員 私学振興関係で１点。５０ページ、

一番下の青少年等自立支援対策推進事業費の関

係です。部長から、中学校卒業後の進路未定者

や高校中退者に対する切れ目ない支援を行うと

の説明をいただきました。今、学校に通えてい

ない子どもが年々増えているのではないかと。

それは、私自身も子を持つ親として深刻な問題

だと思っています。 

 市町村支援員の増員ということは、かなりひ

きこもりが増えているのだと思います。中学生

あるいは１０代でもいいですが、ひきこもりの

子どもがどれぐらいいるのか、もし分かれば具

体的に教えていただきたい。 

大海私学振興・青少年課長 ひきこもりの関係

ですが、具体的に年代別で何人いるのか実態は

つかめていません。人数的なものとしては以前、

内閣府が東京都のある地域にひきこもりが何人

いるのかを調査しており、その地域と大分県の

人口を踏まえた場合の推計人数を出したことが

ありますが、それによると９千人となります。 

 一方でほぼ同時期に、大分県が県内の民生委

員へ担当地域にひきこもりが何人いるのか調査

を依頼したことがありますが、それによると約

６００人となっています。これも年代別には分

かりませんが、そうすると、さきほどの推計９

千人に対して、実際に民生委員が把握している

のが６００人なので、やっぱり顕在化していな

い方がかなりいるという認識を持っています。 

 委員が言われるとおり、不登校が過去最多で、

今後、学校に行けずにひきこもりとなる方がい

るのではないかと。学校に在籍していれば、ス

クールカウンセラーとかスクールソーシャルワ

ーカーの支援を受けられますが、中学校を卒業

して高校に行かずにひきこもったり、高校を退

学してひきこもりになってしまうと、学校側の

支援もなかなか行き届かないので、今回そうい

ったところをフォローすることとしています。 

早期の支援につなげるため、市町村支援員を

１人増やして、市町村を後方支援しながらひき

こもりへの支援につなげていきます。 
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三浦委員 具体的な人数が非常に分かりづらい

ということで、なかなか難しく、非常に厳しい

問題だと私は思っています。一度ひきこもって

しまうと、なかなか社会復帰は難しく、その期

間が長くなればなるほど難しいのじゃないかな

と。ぜひ、一人でも多くの方が社会復帰できる

よう、手厚い支援をよろしくお願いします。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 今のひきこもりの問題ですが、

市町村支援員の増員について、今まで二つの市

に支援員がいたものを３市にするという意味な

のか、中身をもう少し具体的に教えてください。 

それ以外にも、市町村から要望がないのか、

具体的な仕事内容とかも教えていただけますか。 

大海私学振興・青少年課長 まず、ひきこもり

の相談体制の全体像を説明すると、子ども・若

者総合相談センター、おおいたひきこもり地域

支援センターがあり、そこに相談支援チームが

あります。 

専門相談員が２人、電話相談を受ける方が２

人、来所できない方のところに直接訪問する訪

問支援員が２人、社会参加を支援する社会参加

支援員が１人、それと市町村支援員が３人いま

す。ひきこもりに対しては様々な対応があるの

で、来所できない方のところへ出向いたりとか

電話も受けており、市町村にも出向く形で、き

め細かな相談体制を構築しています。 

 市町村支援員は特定の仕事が決まっているわ

けではなく、市町村からいろんな相談や訪問支

援などの要請があったときに、今までは支援員

が２人で対応していました。市町村の対応が多

くなっている実情もあったので、よりきめ細か

な対応ができる体制を整えようと今回、支援員

を１人増員したということです。 

二ノ宮委員長 ほかに質疑もないので、これで

質疑を終わります。 

 なお、本案の採決は、福祉保健部関係の審査

の際に一括して行います。 

 次に、第２３号議案大分県自転車の安全で適

正な利用の促進に関する条例の一部改正につい

て、執行部の説明を求めます。 

首藤生活環境企画課長 資料４ページを御覧く

ださい。 

第２３号議案大分県自転車の安全で適正な利

用の促進に関する条例の一部改正について説明

します。 

昨年４月の道路交通法の改正により、全ての

自転車運転者のヘルメット着用が努力義務とな

ることから、この法改正との整合を図るため、

本県の自転車条例の関係する規定を改正するも

のです。 

資料上段の道路交通法第６３条の１１にある

とおり、改正前の規定では保護者が児童や幼児

を自転車に乗車させるときに、その児童や幼児

にヘルメットをかぶらせることだけを努力義務

としていましたが、右側の改正後のとおり、全

ての自転車運転者のヘルメット着用が新たな努

力義務となります。下段を御覧ください。本県

の自転車条例第１２条では、左側に記載のとお

り、現行、ヘルメット着用の努力義務を自転車

通学生に限定していましたが、改正後はその対

象を全ての自転車利用者とします。このほか、

学校の長や保護者、高齢者の家族等に関する規

定についても、ヘルメットの使用を指導、助言

することを明記した条文に改正します。 

施行日については、改正道路交通法の施行に

あわせ、本年４月１日としています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 
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 次に、第２４号議案大分県立自然公園条例の

一部改正について、執行部の説明を求めます。 

浜田自然保護推進室長 資料５ページを御覧く

ださい。 

第２４号議案大分県立自然公園条例の一部改

正について説明します。 

１条例の概要ですが、本条例は自然公園法の

規定に基づき、優れた自然の風景地の保護、利

用の増進による県民の休養の支援及び生物多様

性の確保を目的としています。 

２改正の背景は、コロナ禍で自然や健康への

関心が高まる中、保護のみならず利用面での施

策を強化するため自然公園法が改正され、地域

の主体的な取組を促す仕組みが新たに設けられ

ました。 

３改正内容ですが、大きく３点あります。１

点目は、グランピングやキャニオニングなど、

自然体験活動を促進する制度の新設です。２点

目は、廃屋の撤去や景観デザインの統一による

街並みづくりなど利用拠点の整備、改善を促進

する制度の新設です。３点目は、利用者へ悪影

響を与える野生鳥獣の餌付けの規制や違法伐採

などの禁止行為に対する罰則の引上げ等、保全

管理の充実のための規制の強化です。今回の改

正により、保護のみでなく利用面での施策を強

化し、保護と利用の好循環を実現したいと考え

ています。 

最後に４条例の施行日ですが、制度や罰則規

定の周知のため、令和５年７月１日としていま

す。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、請願２３陸上自衛隊大分分屯地への大

型弾薬庫新設に反対する意見書の提出等につい

て、執行部の説明を求めます。 

小野危機管理室長 資料６ページを御覧くださ

い。 

請願２３陸上自衛隊大分分屯地への大型弾薬

庫新設に反対する意見書の提出等について説明

します。 

請願の内容ですが、県に対し、項目１国に対

し陸上自衛隊大分分屯地弾薬庫の運営に関する

情報の開示を求めるとともに、得た情報を速や

かに県民へ周知すること及び項目２弾薬庫に不

測の事態が生じた場合の対策を検討し、県民及

び周辺住民の安全安心を図ることを求めていま

す。また、項目３大分市をはじめ全国でのミサ

イル弾薬庫の新設をしないこと及び項目４住民

を不安にさせ、平和的生存権を脅かす弾薬庫の

運用についての情報を大分県に開示し、住民に

伝わるようにすることを求める意見書を、国に

対し提出することを求めています。いずれも、

赤とんぼの会から提出されたものです。 

７ページを御覧ください。 

本請願が指摘する弾薬庫新設とは、２月１７

日に行われた浜田防衛大臣の会見で、国家防衛

戦略において、自衛隊の十分な継戦能力の確保、

維持を図るため、令和５年度予算で青森県、大

分県に火薬庫を整備すると説明されたことを指

しています。 

そして、次のページからが、昨年１２月１６

日に閣議決定された国家防衛戦略の説明資料を

抜粋したもので、９ページに防衛力の抜本的な

強化に当たって重視する能力として⑦持続性・

強靱性の欄に必要十分な弾薬等の早急な保有が

うたわれています。 

県としては、引き続き情報収集に努め、国に

対しては周辺住民の安全安心の確保のため、丁

寧に説明を行っていただきたいと考えています。

なお、我が国の安全保障や防衛政策に関しては、

国の専管事項であるので、国において進められ

ていくものと考えています。 
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二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

玉田委員 説明の最後に、県として、一つは国

に対して丁寧な説明を行ってほしいと、その前

段は何て言いましたか、ちょっと聞き落として

しまったので教えてください。 

小野危機管理室長 県としては、引き続き情報

収集に努めていきたい。そして、国に対しては

周辺住民の安全安心確保のため、丁寧に説明を

行っていただきたいと考えています。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 ３月１０日の質疑でも述べた

ように、この請願はとても大事で、意見書は必

要だと考えています。 

 敷戸の弾薬庫に長射程ミサイル、攻撃型ミサ

イルも保管するとも言われており、国会でもそ

ういう答弁があったので、ここに新たな弾薬庫

ができたら、住民の安心安全は図れないと考え

ています。意見です。 

二ノ宮委員長 それでは、質疑を終わりたいと 

思います。 

これより、本請願の取扱いについて協議しま

す。いかがいたしますか。 

後藤副委員長 大変重要な問題だと思いますが、

今期に我々が議論できる時間がないので、審議

未了にしていただくのはどうかと思いますが、

いかがでしょうか。 

二ノ宮委員長 審議未了扱いという御意見があ

ったので、挙手により採決します。 

本請願は、審議未了扱いとすべきものと決す

ることに賛成の方は挙手願います。 

  〔賛成者挙手〕 

二ノ宮委員長 全会一致であります。 

 よって、本請願は審議未了扱いとすべきもの

と決定しました。 

次に、継続請願１６犬猫の殺処分における安

楽死を求めることについて、執行部の説明を求

めます。 

若松食品・生活衛生課長 資料１０ページを御

覧ください。 

継続請願１６犬猫の殺処分における安楽死を

求めることについて御説明します。 

次のページを御覧ください。 

前回の常任委員会で、ボランティア団体への

実態調査を実施してはどうかとの御意見をいた

だいたので、動物愛護ボランティアとして活動

する個人又は団体１０５者を対象に、団体の活

動状況等についてアンケートを実施したところ、

４９者４６．７％から回答を得ました。  

調査結果を含め御報告します。①主として扱

う動物は、ほとんどのボランティアが猫を扱っ

ており、②活動形態では、個人としても団体と

しても活動している者が１７者などとなってい

ます。また、④ボランティアの活動内容ですが、

さくら猫プロジェクトへの協力が最も多く、次

いで地域猫活動のための捕獲、運搬となってお

り、⑤２０２２年の１年間で譲渡を受け飼養し

た頭数は、５頭以下が１２者となっています。 

最後に、⑥活動する上で今後希望することにつ

いては、地域の理解が得られるよう、積極的な

広報をしてほしいが回答数２２と最も多くなっ

ています。 

こうした広報については、県のホームページ

等を通じて行っていますが、市町村等と連携し、

地域住民が利用する施設等へのポスター掲示な

ど一層の周知に取り組みます。また、物品の支

援についても要望をいただいていますが、これ

は、現状でも動物愛護センターが所有する猫の

捕獲器の貸出し等を行っているので、こうした

取組を周知していきたいと思います。 

今後も、ボランティアの皆様の協力を得なが

ら、犬猫の殺処分頭数削減等に取り組みます。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

後藤副委員長 活動する上で今後希望すること

を、ボランティアの方から回答をいただいてい

ますが、こういったことを皆さんに理解してい

ただければと思います。この件は、引き続きや

っていきたいと思いますが、今回この請願に関
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しては審議未了にして、また新しく考えて出し

直すようにしたいと思います。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより、本請願の取扱いについて協議します。    

審議未了扱いという御意見があるので、挙手

により採決します。 

本請願は、審議未了扱いとすべきものと決す

ることに賛成の方は挙手願います。 

  〔賛成者挙手〕 

二ノ宮委員長 全会一致であります。 

 よって、本請願は審議未了扱いとすべきもの

と決定しました。 

次に、付託外案件の審査に入ります。 

 今回は、陳情が１件です。 

 それでは、陳情５２日本全体で解決すべき問

題として普天間基地周辺の子どもたちの安全保

障を求める意見書の提出について、執行部の説

明を求めます。 

小野危機管理室長 資料１２ページを御覧くだ

さい。 

陳情５２日本全体で解決すべき問題として普

天間基地周辺の子どもたちの安全保障を求める

意見書の提出について説明します。 

この陳情は、沖縄県普天間基地周辺の安全を

日本全体で解決すべき問題と捉え、国及び国会

に対し、学校上空の飛行禁止や普天間第二小学

校内の土壌調査等について、意見書の提出を求

めるものとなっています。 

なお、我が国の安全保障や防衛政策に関して

は国の専管事項なので、国において進められて

いくものと考えています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、次に、

陳情５６子どもたちの生活がより文化的なもの

となるよう感染対策の緩和にむけて大分県とし

てのメッセージ発出を求める陳情について、執

行部の説明を求めます。 

大海私学振興・青少年課長 資料１３ページを

御覧ください。 

陳情５６子どもたちの生活がより文化的なも

のとなるよう感染対策の緩和にむけて大分県と

してのメッセージ発出を求める陳情を説明しま

す。本陳情は、コロナ禍の中、感染対策を緩和

して、子どもたちが従来どおりの生活に戻って

行けるよう、次の２点について県に対応を求め

るものです。 

１点目は、換気の重要性や効果を学ぶととも

に、対策に有用な設備、機器の活用や導入によ

り安心材料の可視化を行うこと。２点目は、今

後の感染対策の在り方について、県としての前

向きかつ具体的に取り組むというメッセージを

発出することです。私立学校法第１条では、私

立学校の自主性を重んじるとされていることか

ら、県では、私立学校の自主性を尊重しながら

感染症対策を含む様々な支援を行ってきました。 

１点目については、これまでも文部科学省の

学校における新型コロナウイルス感染症に関す

る衛生管理マニュアルや国からの事務連絡、県

教育庁の通知等を速やかに私立学校へ周知し、

換気の重要性や効果などを含む情報提供を行っ

てきました。また、全ての小中学校、高等学校

に二酸化炭素濃度計を配付したほか、国ととも

に空気清浄機やサーキュレーター等の換気対策

機器の導入を支援するなど、換気対策の視覚化

にも取り組んでいます。２点目については、大

分県新型コロナウイルス感染症対策本部の県民

向けメッセージや文部科学省からの通知等を速

やかに私立学校に伝達しています。私立学校で

は、こうしたメッセージ等を踏まえ、今後の感

染症対策を自主的に判断していくこととなるの

で、今後とも県民向けメッセージ等を丁寧に周

知し、子どもたちが安心して学び、充実した学

校生活を送ることができる環境の構築を支援し
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ていきます。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

をもって意見聴取を終了します。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。 

 ①から③の報告をお願いします。 

若松食品・生活衛生課長 資料１４ページを御

覧ください。 

第６次大分県食品安全行動計画の策定につい

て御説明します。 

まず、１計画の目的及び位置付けについてで

すが、現行の第５次大分県食品安全行動計画の

計画期間が令和４年度で終了することに伴い、

これまでの成果や社会情勢の変化を踏まえ、新

たな計画を策定するものです。計画期間は令和

５年度から令和９年度までの５年間としていま

す。 

次に、２計画の概要ですが、食品の安全性の

確保を図り、県民の食に対する信頼性の向上と

県民が食の安全安心を実感できる暮らしの実現

を基本目標とし、次の三つの柱に沿って各種施

策に取り組みます。 

食の安全安心確保のための体制の整備では、

食の安全確保体制の整備として、危機管理体制

の強化や県民参画の促進に取り組みます。生産

から消費までの一貫した食品の安全性の確保で

は、フードチェーンのステージごとに取組を進

めます。従来の取組に加え、新たに国際水準Ｇ

ＡＰの取組普及、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理

の定着支援に取り組みます。関係者の相互理解

による信頼関係の確立と県民の協働活動では、

消費者と食品関連事業者との相互理解の促進に 

向け、リスクコミュニケーションなどの情報提

供の推進と食育を推進します。 

なお、昨年１２月２６日から１月３１日にか

けてパブリックコメントを実施した結果、計画

の内容に係る意見はなかったので、本年４月か

ら計画に基づく取組を進めます。 

北村環境保全課長 資料１５ページを御覧くだ

さい。大分県水道広域化推進プランの策定につ

いて御説明します。 

前回の常任委員会で、プランの素案について

説明しましたが、その後、修正点等があるので、

今回改めて説明するものです。 

１プランの概要を御覧ください。本プランは

平成３０年度の水道法改正や総務省、厚労省の

通知を受け、水道事業者の持続的な経営確保の

ため、県が水道事業広域化の推進方針を定める

もので、市町村振興課が主体となり、プランの

策定を進めてきました。(１）（２）（３）の

①から③までは、前回の説明から修正はありま

せんが、④が今回、新たに追加した内容になり

ます。各種先端技術で広域連携や基盤強化につ

ながる取組があれば積極的に検討、活用してい

くものです。さきほどの令和５年度当初予算案

でも説明しましたが、市町村が行う上水道の漏

水調査に衛星画像を活用する事業など、広域化

の推進にあたり、最新の技術も積極的に取り入

れようと考えています。 

次に、２パブリックコメントについては昨年

１２月から１月にかけて実施しましたが、意見

等は寄せられませんでした。 

最後に、３今後のスケジュールは、議案の議

決後３月中にプランを策定、公表し、来年度以

降、順次、広域連携を実施するとともに、各ブ

ロック等で新たな連携手法の研究等を進めてい

きます。今後とも、市町村と連携して水道事業

の経営基盤の強化に努めます。 

御手洗審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課

長 資料１６ページを御覧ください。 

性的少数者への理解促進に関する調査研究会

の報告書が１月にまとまったので、概要を説明

します。 

研究会は、外部有識者から幅広く意見を聴取

し、有効な施策につなげることを目的に令和３

年１２月に設置し、６回開催しました。性的少

数者をめぐる現状、課題や若者と教育、啓発、
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パートナーシップ宣誓制度を含めた支援策をテ

ーマに議論いただきました。 

まず、１現状と課題ですが、年代や地域によ

り認識や理解度に差があり、慎重な対応を求め

る意見や、困りごとや孤独を抱える当事者は県

内にも存在し、当事者が安心して生活できる環

境が不十分などと研究会では整理しました。 

次に、２主な意見ですが、委員からは「行政

が主体的に取り組むことで、県民や企業の関心

も高まる」、「教育関係者や生徒が正しい知識

を持つことが重要」、「働きやすい職場環境の

整備が必要」、「パートナーシップ宣誓制度は

当事者の困りごと解消の手助けになるほか、精

神的充足感につながり、導入そのものに啓発効

果もある」などの意見が出されました。 

この意見を踏まえて、県と市町村が連携した

さらなる教育、啓発の充実、相談体制の充実や

困りごとに応じた支援策の実施、パートナーシ

ップ宣誓制度は様々な意見を踏まえつつ、県全

体での導入に向けた合意形成が望まれる、自分

事として考え、行動につなげる仲間（アライ）

を増やす取組の支援、多様性尊重の温かい大分

県づくりの取組について提言をいただいていま

す。 

今回の報告書の内容をしっかりと受け止めて、

当事者の生きづらさや困りごとが解消されるよ

う施策を検討し、今後も取組を進めます。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

後藤副委員長 ２点ありますが、一つ目は第６

次大分県食品安全行動計画の策定に関して、主

な取組の中にある危機管理体制の強化について

具体的に教えてください。 

若松食品・生活衛生課長 現在、副知事を本部

長、副本部長及び本部員を関係部長で構成する

大分県食の安全確保・食育推進本部を設置して

います。もしも大きな食中毒や食に関する危機

的状況があったときに、速やかな対応が取れる

体制を取っています。 

後藤副委員長 私は以前、農協にいましたが、

実は農協には政府米の保管庫がありました。な

ぜそれが必要なのかと思っていましたが、イン

ドネシアの大地震のときに、食糧援助でそこか

ら米がどんどん出ていたんです。 

この場で議論するのが正しいのか分かりませ

んが、農協は現在そういう倉庫を持っておらず、

災害だ防災だという中で、これは農林水産部の

穀物の備蓄をどうするのかという問題との兼ね

合いが出てくると思うので、ぜひこれから先、

それを進めてもらいたい。この問題をずっと言

ってきましたが、無視され続けて何も考えてい

ただけなかったので、これは知っていただきた

いと思います。 

 それから二つ目ですが、性的少数者への理解

促進に関する調査研究会について、私もこの問

題をずっとやってきて思うことがあります。 

やはりパートナーシップどうこうよりも、そ

もそもレズビアンやゲイ、トランスジェンダー

がよく理解できないという声の方が大きいと思

っています。まともじゃない人たちをなぜ助け

ないといけないのかという意見がきっと多いだ

ろうなと。決してレズビアンやゲイ、トランス

ジェンダーは全然おかしなことじゃないと理解

してもらうことが大事じゃないかと。子どもの

うちからそこを理解してもらわなきゃいかんと

思ってもらえると、大分県も多少変わるのかな

と。 

 世代的な問題はなかなか難しいと思いますが、

子どものうちからそういった教育をぜひ、どこ

かで取り入れていただき、決しておかしなこと

じゃないと言ってもらいたいなと思いました。

審議監、もし何かあれば教えてください。その

点についてよろしくお願いします。 

御手洗審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課

長 後藤副委員長がおっしゃるように、まだま

だ理解されていない部分は多いかと思います。

私どもも、そういう意味では性が多様であるこ

とは当たり前のことで、排除しない、分断しな

い社会をこれから人権課題としてしっかりと伝

えていくことは重要だと思っています。 

 パートナーシップ制度をどうするかだけでは

なく、そういった理解促進の部分にもしっかり

力を入れていきたいと思っています。また、子
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どものうちからということなので、そこは教育

委員会とも連携しながら、また地域で親御さん

にも理解していただき、親御さんの無理解によ

って子どもが自己否定することがないように、

しっかりと周知を図っていきます。 

玉田委員 今の関連で、大分県への提言の中の

パートナーシップ宣誓制度について、これは県

全体としてパートナーシップ宣誓制度を導入し

た方がいいという、かなり踏み込んだ意味での

提言なのか、それともこれが効果的だというと

ころで終わっているのか、その辺のニュアンス

がちょっと分からないなと思いました。 

県下でも宣誓制度を導入しているところがあ

って、話を聞くと、公営住宅の契約とか手術の

ときの問題とか様々な課題があるので、県全体

で取り組んでほしいという声があります。そこ

も踏まえてですが、この研究会の報告としてど

こまで踏み込んでいるのか教えてください。 

御手洗審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課

長 調査研究会としては、県での導入も視野に

入れて前向きに取り組んだ方がいいという御意

見をいただきました。ただし、やはり様々な意

見もあることから、いろんな検討が必要と言わ

れています。 

玉田委員 分かりました。新年度にまたこれを

議論したいと思います。ありがとうございまし

た。 

三浦委員 第６次大分県食品安全行動計画につ

いてです。第５次計画も見直しましたが、それ

ぞれの施策の指標で１００％であったり達成し

なかったりなど、様々な部分があると思います。

そういった中、食とか食品ロスなどは、ＳＤＧ

ｓの視点からも２０３０年までの世界的なテー

マになっていると思います。 

 この計画の目的及び位置付けの中に、これま

での成果とあります。これは県民の参画や役割

がとても大きいと思いますが、これまで具体的

にどのような成果があり、今回の計画でどのよ

うにまとめていこうと考えているのか。部長に

お聞きします。 

高橋生活環境部長 正にＳＤＧｓということで、

食品ロスについて言えば、基本的には脱炭素ま

でつながる循環型社会を築くということで、よ

うやく根付いてきたのかなと。今回、具体的に

はいろいろありますが、特にうまくいっていな

い部分の反省を含めて次にいかしていこうとい

う精神です。 

 申し上げたように、これは脱炭素にもつなが

っていくので、温暖化の防止につなげていくと

いう意味ではしっかり守らなければならないの

で、年度を区切って今までの成果を含めて見直

します。具体的な成果について、数字的には今

持っていませんが、そういう精神で今回の見直

しをしていきます。 

三浦委員 ありがとうございます。これは当然、

一朝一夕にいくものではありません。行政もで

すが、我々議会側も少なからず様々な形でしっ

かり発信をしていき、県民の皆さんに周知啓発

を図っていきたいと思います。引き続き、一緒

に取り組めればと思うので、よろしくお願いし

ます。 

高橋生活環境部長 少し付け加えて言うと、先

般イオン株式会社が高校生のチームをつくって

食品ロスを減らそうと。それから、残渣を使っ

てそれを肥料にして新しいものを作っていくと

いうことで発表会をしましたが、学生レベルで

も少しずつ根付いてきたかなという印象があり

ます。とにかく、次の計画でも教育も含めてそ

ういったところからしっかり取り組んでいこう

と思っています。少しずつですが、進んでいる

印象はあります。 

三浦委員 これは当然、様々な部局、とりわけ

農林水産部も入ってきますが、生産者たちにも

こういった取組がさらに伝わるよう、ぜひその

辺を心がけていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 性的少数者の関係で、慎重な

対応を求める意見があります。具体的には、ト

イレやお風呂の利用についてですが、それは物

理的な環境整備によって解消していけると私は
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考えます。 

 例えば、海外のトイレは女子トイレや男子ト

イレの中に個室があるのではなく、廊下から直

接個室が並んでいると聞きます。例えば、民間

に助成してそういう環境づくりを進めていけば、

理解も進んでいくのではないかと考えるので、

要望しておきます。 

御手洗審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課

長 ありがとうございます。トイレの問題で、

そういう御意見をいただくこともあります。ま

た、そもそも性的少数者が自分の周りにいない

と思っているとか、根本的なところが理解され

ていない現状があるので、いろんな意味で普及

啓発をしっかり取り組んでいきます。 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れで諸般の報告を終わります。 

 予定している案件は以上ですが、この際ほか

に何かありませんか。 

猿渡委員外議員 ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡについて、

大分市の状況と大分市以外にも心配がないのか、

調査などの状況があったら教えてください。 

北村環境保全課長 ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡはフッ

素化合物の一種で、水や油を弾く性質があって

便利だと、泡の消火剤や撥水コーティング、フ

ライパンやフッ素加工など、広く使われていま

す。ところが、国際的な問題になってきており、

国でも今、要監視項目として１リットル当たり

５０ナノグラムという暫定指針値を設定してい

ます。 

 国が令和元年度末に全国調査を行ったところ、

大分市の乙津川で高い値が検出されました。法

律で、化学物質を大量に使っているところは届

出をするようになっているため、翌年に大分市

で取り扱っている工場等にアンケートをしまし

た。大分市の工場をいくつか絞って調査したと

ころ、原因と疑われる工場があり、工場周辺の

井戸を調査したところ、やはりいくつか高い値

が検出されました。 

国が令和３年度の全国調査結果を公表したと

ころ、大分市の井戸の２地点が高いということ

で、県と大分市に問合せがありました。その井

戸水が汚染されている原因ははっきりしていて、

工場も浄化対策を取っており、水道の水源もな

いので、影響は小さいと考えています。 

 県内でも同様に、フッ素化合物を扱っている

工場はないか調査しましたが、大分市を除いて

はないということです。ただ、公共用水機能監

視水質調査をやっており、令和２年度と令和３

年度は、県と大分市でそれぞれ河川のＰＦＯＳ、

ＰＦＯＡの調査をしています。現在、県が調査

しているところでは、５０ナノグラムを超える

とか５０ナノグラムに近い数値が出ているとこ

ろはありません。 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れをもって生活環境部関係を終わりますが、こ

こで私からお礼を申し上げます。 

〔二ノ宮委員長挨拶〕 

〔高橋生活環境部長挨拶〕 

二ノ宮委員長 ありがとうございました。 

 せっかくなので、今年度末で御勇退される皆

様から一言ずつ御挨拶をいただきたいと思いま

す。 

〔御手洗審議監兼人権尊重・部落差別解消 

推進課長挨拶〕 

〔河野県民生活・男女共同参画課長挨拶〕 

二ノ宮委員長 ありがとうございました。 

 それでは、これをもって生活環境部関係の審

査を終わります。 

 執行部はお疲れ様でした。 

 

〔生活環境部退室、福祉保健部入室〕 

 

二ノ宮委員長 これより福祉保健部関係の審査

に入ります。 

本日は、委員外議員として猿渡議員に出席い

ただいています。 

まずは、合い議案件の審査を行います。 

総務企画委員会から合い議のあった、第２０

号議案大分県使用料及び手数料条例等の一部改

正について、執行部の説明を求めます。 

池邉感染症対策課長 委員会資料の２ページを

御覧ください。 

第２０号議案大分県使用料及び手数料条例等

の一部改正について御説明します。なお、議案
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書は２０１ページですが、委員会資料で説明し

ます。 

この条例は、１条例の概要にあるように、地

方自治法に基づき事務手数料の金額及びその徴

収等に関し必要な事項を定めています。 

２改正の理由ですが、食品衛生法が改正され、

大分県食品衛生条例、大分県食品行商取締条例

が廃止されたことに伴い規定を整備するもので

す。 

３改正の内容ですが、別表第一で、保健所で

行う健康診断料のうち、給食施設や水道事業の

従事者等が定期的に行う検便の検査について規

定していますが、備考欄の検査対象者に関する

記載について、その根拠法令の規定を整備する

ものです。 

４施行期日についてですが、公布日としてい

ます。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案のうち、本委員会関係部分については原

案のとおり可決すべきものと、総務企画委員会

に回答することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案のうち 

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと、総務企画委員会に回答するこ

とに決定しました。 

 次に、付託案件の審査を行います。 

 第１号議案令和５年度大分県一般会計予算の

うち、本委員会関係部分について、執行部の説

明を求めます。 

山田福祉保健部長 福祉保健部関係で審議いた

だく予算議案は、第１号議案、第３号議案及び

第４号議案の合計３議案です。 

お手元の令和５年度福祉保健部予算概要の２

ページをお開きください。 

 まず、一般会計についてです。令和５年度当

初予算は、いわゆる骨格予算となっていますが、

予算額は一番左の福祉保健部①の計欄のとおり

１，３７４億１，７３５万１千円となっていま

す。これを、表の右側４年度当初予算額（Ｂ）

と比較すると６６億７，５２０万５千円、５．

１％の増となっています。 

 増加の主な理由は、新型コロナ対策について、

５類移行後も、引き続き県民の生命健康を第一

に、備えに万全を期すため、検査体制の整備や

病床確保など十分な予算を計上したことや、高

齢化の進展に伴う医療費の増など、いわゆる扶

助費の増加などがあげられます。 

３ページをお開きください。 

 次に、特別会計についてですが、福祉保健部

所管の国民健康保険事業特別会計及び母子父子

寡婦福祉資金特別会計等について１，１７３億

８，６２９万３千円を計上しています。 

主要な各事業の内容等については、担当課室

長から説明します。 

渡邉福祉保健企画課長 ９ページをお開きくだ

さい。 

地域共生社会構築推進事業費９，８７９万１

千円です。 

 この事業は、誰もが共に支え合い、人と人と

のつながりを感じ安心して暮らせる地域共生社

会の実現を図るため、地域住民の複合的な課題

等に対応できる体制の構築やバリアフリーの推

進などに取り組むものです。 

 三つ目の二重マル、市町村の重層的支援体制

整備事業への支援では、既存の相談支援等の取

組をいかしつつ、地域住民の複雑化、複合化し

た支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構

築するため、相談支援や参加支援、地域づくり

に向けた支援を一体的に行う市町村に対し助成

します。 

 五つ目の二重マル、ユニバーサルデザインの

推進では、バリアフリーマップのリニューアル

や、企業や団体等に対して心のバリアフリー研

修を実施します。 

次に、１３ページをお開きください。 
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１番目の災害時要配慮者支援事業費１，９６

９万２千円です。 

 この事業は、災害時における要配慮者の安全

安心を確保するため、市町村が行う避難行動要

支援者個別避難計画の作成を支援するとともに、

災害時における支援体制の強化に取り組むもの

です。一つ目の二重マル、避難行動要支援者に

対する個別避難計画作成の促進では、個別避難

計画の作成促進に向け、要支援者と地域の支援

者等との調整を担うなど、県内全域でコーディ

ネート活動を行う人材を新たに配置します。ま

た、五つ目のポツですが、作成に同意しない方

に対して、個別避難計画の意義等を分かりやす

く説明する動画を作成します。 

小野医療政策課長 次に、２６ページをお開き

ください。 

２番目の医療機関の働き方改革推進事業費１，

７９６万５千円です。 

 この事業は、労働時間の短縮と質の高い医療

の両立を図るため、看護師等へのタスクシェア

など働き方改革に意欲的に取り組む医療機関を

支援するものです。具体的には、一つ目の二重

マルのとおり、働きたい医療機関認証制度（仮

称）を創設し、就労環境等の改善や人材育成に

つながる医療機関の取組を評価し、認証します。 

また、二つ目の二重マルでは、タスクシフト等

を促進するため、ナース・プラクティショナー

や特定行為看護師を養成する医療機関に対し、

代替看護師の人件費や研修受講料を助成します。 

 次に、２９ページをお開きください。 

一番下の循環器病対策推進事業費１，０２１

万円です。 

 この事業は、健康寿命の延伸を図るため、主

要な死亡原因である脳血管疾患や心疾患などの

循環器病対策に取り組むものです。一つ目の二

重マル、脳卒中対策推進事業では、脳卒中患者

の予後の改善を図るため、迅速な搬送体制の構

築など、より早期に適切な治療につなげる方策

を検討するとともに、患者が安心して治療やリ

ハビリを行えるように、相談体制の強化を図り

ます。二つ目の二重マル、心不全対策推進事業

では、心不全手帳等を活用し、患者指導の標準

化を図るとともに、医療職、介護職を対象とし

た研修を実施します。 

 次に、３２ページをお開きください。 

２番目の新型コロナウイルス感染症療養体制

確保事業費２１６億５，００６万６千円です。 

この事業は、コロナ感染者の入院治療等を速

やかに開始するため、受入れ医療機関等の病床

や宿泊療養施設を確保するとともに、医療従事

者の負担軽減に向けた取組を支援するものであ

り、一つ目の二重マル、入院受入医療機関の空

床確保に対する助成や、二つ目の二重マル、宿

泊療養施設の確保などに要する経費の年間所要

額を計上しています。なお、新型コロナウイル

ス感染症は、５月８日から感染症法上の５類に

位置付けられ、それに伴い、国による財政支援

制度も変更される予定なので、これにより不要

となる予算については執行を留保する予定です。 

中川健康づくり支援課 ４７ページをお開きく

ださい。 

みんなで進める健康づくり事業費２，２７６

万７千円です。 

 この事業は、健康寿命を延伸させるため、県

民総ぐるみの健康づくり運動を展開するととも

に、健康経営に取り組む事業所の拡大等により、

働く世代の心身の健康づくりを支援するもので

す。二つ目の二重マル、おおいた食の環境整備

事業では小売、流通業者等で構成するうま塩も

っと野菜部会を開催し、弁当や惣菜といった中

食へのアプローチとして、スーパー等と連携し

た、うま塩弁当普及運動等を開催します。また、

内食、いわゆる家庭食へのアプローチとして簡

便に推定野菜摂取量をチェックできる機器を活

用したキャンペーンを開催するなど、うま塩も

っと野菜プロジェクトを推進します。また、一

番下の二重マル、おおいた健康ポイントの推進

では、おおいた歩得（あるとっく）について、

利用者アンケートの結果等を踏まえた利便性向

上のための機能追加を行います。 

 次に、４９ページをお開きください。 

歯科口腔保健推進事業費１，９８１万２千円

です。 

 この事業は、生涯にわたる歯と口腔の健康づ
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くりを推進するため、乳幼児期から高齢期まで、

各ライフステージの特性に応じた全世代の歯科

口腔保健対策を実施するものです。一つ目の二

重マルでは、健康づくり支援課内に歯科医師と

歯科衛生士を配置した大分県口腔保健支援セン

ターを新たに設置し、歯科口腔保健対策を強化

します。四つ目の二重マル、成人期歯科保健推

進事業では、働く世代への定期的な歯科健診の

動機付けを図るため、健康経営事業所等の経営

者向け研修会や、歯周病に関する出前講座等を

実施します。 

池邉感染症対策課長 次に、５９ページをお開

きください。 

 一番上、新型コロナウイルス感染症対策事業

費３４億８，９９３万６千円及びその下のワク

チン接種体制緊急強化事業費１１億２，９１８

万２千円です。 

 これらは新型コロナ対策の事業ですが、県民

の生命や健康を守ることを第一に、今年度と同

様の大きな感染の波が起きることを想定して、

検査や相談体制の整備、医療費やワクチン接種

の公費負担などに必要となる年間所要額を計上

しています。なお、今後、５類見直しによる公

費負担等の制度変更が行われる予定ですが、そ

れにより不要となる予算については、執行を留

保する予定です。 

阿部高齢者福祉課長 次に、６９ページをお開

きください。 

２番目の福祉・介護人材確保対策事業費６，

０９７万円です。 

 この事業は、福祉、介護人材を確保するため、

人材の参入促進や介護現場の生産性向上等に取

り組むものです。主なものとして、二つ目の二

重マルの下から二つ目のポツですが、介護職員

初任者研修を修了後、県内事業所に就職した方

に対し、その研修費用を助成するもので、来年

度は補助上限額の引上げ等を行います。また、

下から三つ目の二重マルでは、市町村単位での

介護人材の掘り起こしを図るため、県と市町村

の協議の場を設け、実態と課題の把握を進めま

す。その下の二重マルでは、介護福祉士養成施

設等へ抗原検査キットを配布し、現場実習体験

の機会確保と拡充を図ります。 

 次に、７０ページをお開きください。 

２番目の外国人介護人材確保対策事業費３,

０３２万５千円です。 

この事業は、介護人材が不足する中、質の高

い外国人介護人材を確保するため、関係機関と

連携してその受入体制の整備等に取り組むもの

です。二つ目の二重マル、最初のポツは受入事

業者に対しその費用を助成するものですが、来

年度は１事業所１回限りであった申請要件を、

ふくふく認証取得事業者については、毎年度の

申請を可能とするよう補助要件を緩和します。 

次に、７７ページをお開きください。 

一番上の介護現場革新推進事業費２億１,５

９８万４千円です。 

 この事業は、介護従事者の身体的、精神的負

担を軽減し、業務効率化やサービスの質の向上

を図るため、ＩＣＴ化や介護ロボットの導入な

ど、介護現場革新に取り組む事業所を支援する

ものです。三つ目の二重マル、介護ロボット導

入への助成では、入所型介護施設への導入を一

層推進するため、来年度は助成枠を拡充します。 

また、その下の二重マルでは、介護ロボットや

ＩＣＴ機器等の導入支援を行う介護ＤＸアドバ

イザーを１人追加配置し、伴走型支援の充実を

図ります。 

内海こども未来課長 ８６ページをお開きくだ

さい。 

 １番目のおおいた出会い応援事業費３，９４

４万１千円です。 

この事業は、若者の結婚の希望を後押しする

ため、出会いサポートセンターを運営するなど、

出会いの場づくりを総合的に実施するものです。 

一つ目の二重マル、出会いサポートセンターの

設置、運営の一つ目のポツにあるように、結婚

を希望する若者を対象にした会員制による１対

１のお見合いを実施しており、昨日現在、１５

５組の方が成婚しました。一方で、利用者から

は、一人で臨むお見合いはなかなか勇気がいる

といった声もいただいていることから、来年度

は新たに二つ目の二重マル、企業と連携した婚

活イベント等を開催し、職場の同僚等と気軽に
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婚活に臨める場を充実させます。 

 次に、９２ページをお開きください。 

 １番目の不妊治療費助成事業費３，９１５万

４千円です。 

 この事業は、不妊治療の経済的負担を軽減す

るため、特定不妊治療のうち保険適用治療とあ

わせて行った先進医療に要する経費について、

市町村と連携して、自己負担がおおむね３割と

なるよう助成するとともに、不妊や不育を心配

する夫婦の早期の検査受診を促すため、検査費

用を助成するものです。三つ目の二重マル、広

報費の二つ目のポツでは、高校生を対象に、将

来の妊娠を考えながら健康に向き合う大切さを

学ぶための啓発動画を作成します。 

隅田こども・家庭支援課長 次に、１０３ペー

ジをお開きください。 

 児童虐待防止対策事業費４，５１８万３千円

です。 

この事業は、児童虐待防止の徹底を図るため、

関係機関との連携強化や児童家庭支援センター

の機能強化など、児童相談、虐待への対応力を

総合的に強化するものです。三つ目の二重マル、

児童家庭支援センター機能強化事業では、県内

の児童家庭支援センター５か所に対し、支援が

必要な家庭に対する指導――一時保護の解除な

どで家庭に引き取られた児童の見守りなどを委

託します。なお、来年度はこの委託費を増額し、

さらなる体制強化を図ります。このほか、二つ

目の二重マル、産前・産後母子支援事業による

妊産婦への支援の充実、あるいは四つ目の二重

マルのＳＮＳ相談体制整備など様々な事業を着

実に実施していくことで、児童虐待防止のさら

なる徹底を図ります。 

次に、１０６ページをお開きください。 

 １番目のヤングケアラー等支援体制強化事業

費２，７７２万４千円です。 

 この事業は、ヤングケアラーなど支援を必要

とする子どもや児童虐待のおそれのある家庭の

早期発見、支援につなげるため、市町村と連携

して支援体制の整備に取り組むものです。一つ

目の二重マル、ヤングケアラー支援事業では、

新たに専門アドバイザーを配置し、高校生等を

対象とした出前講座や、教育、福祉、医療等の

関係者を対象としたブロック別研修会を企画、

実施するほか、市町村が設置する支援会議での

助言等も行います。 

続いてその下、子どもの居場所づくり推進事

業費２，３８５万５千円です。 

この事業は、困難な生活環境にある子どもの

居場所を確保するため、子ども食堂への支援等

を行う事業ですが、来年度は五つ目の二重マル、

新たな居場所づくりによる要支援児童への支援

強化を新規の取組として実施します。具体的に

は、家庭の困窮やネグレクト、家族の病気等を

背景に生活習慣の形成ができていない児童を対

象に、自己肯定感を高め自立できる力を養うた

めの支援を提供する児童育成支援拠点対し助成

するものです。 

立脇障害福祉課長 次に、１３１ページをお開

きください。 

 ２番目の発達障がい児地域支援体制整備事業

費４，３７０万５千円です。 

 この事業は、発達障がい児の早期発見、支援

につなげるため、保護者などの相談に応じ、支

援先の受入調整等を行うコンシェルジュを各圏

域に配置するとともに、相談、診療ができる小

児科医やかかりつけ医の養成等に取り組むもの

です。来年度は、一つ目の二重マルにあるよう

に、子どもの発達支援コンシェルジュを６名か

ら７名に拡充し、人口の多い大分市の支援体制

を強化します。また、下から二つ目の二重マル、

ペアレント・プログラムについては、保護者を

対象に、発達障がいに関する理解と関わり方を

学ぶ研修を実施するものですが、来年度は保護

者からのニーズ等を考慮し、大分市での実施回

数を拡充します。 

次に、１３４ページをお開きください。 

精神障がい者地域移行・定着体制整備事業費 

６４１万１千円です。 

 この事業は、精神障がい者の地域移行、定着

を支援するため、保健、医療、福祉関係者によ

る協議会を圏域単位で開催するなど、地域にお

ける体制整備を図るほか、医療と地域の連携を

促すコーディネーターを配置するなど、総合的
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な支援体制の構築を図るものです。来年度は、

三つ目の二重マルにあるように、新たに精神科

病院と地域の相談支援事業所との連携強化を図

るため、コーディネーターを配置し、地域と医

療が連携した退院支援ノウハウの蓄積及び支援

体制の確立を図ります。 

柳井障害者社会参加推進室長 少しお戻りいた

だき、１１８ページをお開きください。 

 下段の障がい者工賃等向上支援事業費２，１

２６万７千円です。 

この事業は、就労継続支援事業所の利用者の

工賃や賃金の向上を図るため、事業所が提供す

る商品、サービスの価値向上を支援するととも

に、共同受注体制や農福連携の強化に取り組む

ものです。具体的には、一つ目の二重マルにあ

るように、来年度は新たにＡ型事業所に専門家

を派遣し、商品・サービスの価値向上のための

助言、指導や商品開発、商談会開催の支援等を

行います。また、二つ目の二重マルにあるよう

に、おおいた共同受注センターにＩＴコーディ

ネーターを配置し、ＩＴ関係の受注や販路の拡

大を図るとともに、三つ目の二重マルでは、農

福連携の強化として、農業に取り組む事業所に

アグリ就労アドバイザーを派遣し、栽培技術向

上を支援するほか、農福マルシェを開催し、販

路拡大の支援を行います。 

 次に、１３７ページをお開きください。 

障がい者就労環境づくり推進事業費６，９９

４万１千円です。 

この事業は、障がい者雇用を促進するため、

企業訪問や仕事の切り出し、人材の掘り起こし、

職場への定着支援等を行うアドバイザーを配置

するほか、就労系事業所等から一般就労への移

行を支援するものです。来年度は、一つ目の二

重マルの１ポツ目にある、雇用支援アドバイザ

ーについて、現状の７名体制から８名体制に拡

充し、企業が集中する大分市を含む中部圏域の

アドバイザーを増員します。また、三つ目の二

重マルではＡ型、Ｂ型の就労系事業所等が利用

者を一般就労に送り出した場合に、その実績に

応じた奨励金を支給します。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

羽野委員 １３ページの災害時要配慮者支援事

業費の関係で、マル新の作成不同意者に対する

説明ツールの作成とありますが、作成不同意者

がどの程度いるのか。把握していればお願いし

ます。 

 それともう１点、これは要望になりますが、

３２ページの新型コロナウイルス感染症療養体

制確保事業費の関係で、ホテル借上経費があり

ますが、実は借上げによって、これまでそのホ

テルに納入していた業者が一気にダメージを受

けているという実態があります。経済的な補償

について、新型コロナで客足が減ったので経済

的な補 をしようという政策はありましたが、

この関係について、いわゆるホテルの借上げは

行政の施策に基づくものなので、その場合、や

はり損失を受ける部分については補償すべきだ

と思います。 

補償するところは商工観光労働部になるのか

分かりませんが、そこら辺の部署と連携を取っ

て協議していただいて、何らかの補償が必要で

はないかと思います。数もそんなに多くはなく、

県レベルで対応可能だと思うので、調査をして

いただいて、可能な部分があれば何らかの対策

を講じていただければと思います。その点につ

いて、担当の部署ではないと思いますが、協議

していただければと思うので、よろしくお願い

します。 

渡邉福祉保健企画課長 避難行動要配慮者の不

同意者についてです。国が毎年調査しています

が、令和５年１月１日に調査したところ、県内

の要支援者の名簿掲載者数が３万６，０４９人

で、計画に同意した方が１万６，０３２人なの

で、差し引きすると２万ちょっとがまだ作成し

ていない状況になっています。 

小野医療政策課長 宿泊療養施設のホテル借上

げ時に、そのホテルに納入をしていた業者の売

上げが減り困っているというお話です。 

一般的な話ですが、新型コロナの影響で経営

にダメージがあった場合は委員がおっしゃると

おり、商工観光労働部が制度を所管していると
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思います。 

 この新型コロナの包括支援交付金でそういっ

た対応ができるのかは今勉強不足で分かりませ

ん。他県も調べてみたいとは思いますが、今の

ところすみません、そういう状況です。 

羽野委員 よろしくお願いします。例えば、工

事を行うときは、補償をして工事をしていくの

が通常のスタイルだと思うので、この部分につ

いてはホテルを借り上げるという行政施策に伴

う損失にもなると思うので、何らかの対策は講

じるべきだと思います。ぜひよろしくお願いし

ます。 

玉田委員 一つ目は、高齢者福祉課長にお聞き

します。７３ページの若年性認知症相談支援体

制整備事業費で、来年度にコーディネーター１

人を配置と、これまでずっと訴えてきたのが実

を結んだなと、そんな思いをしていますが、こ

れはフルタイムの方がプラス１と考えていいで

しょうか。また、具体的な内容について少し触

れていただければと思います。 

 それと、次はこども未来課長に、９０ページ

の放課後児童対策充実事業費の放課後児童クラ

ブ運営強化事業の中、放課後児童クラブアドバ

イザー派遣事業で１２０万円ほどありますが、

アドバイザーがどんなことをするのか具体的な

内容について教えてください。ちょっと話をす

ると、放課後児童クラブが抱えている課題とし

て支援員の不足と事務員の確保があります。加

算金があるようですが、そもそもそこに来てく

れる人がいないことが課題で、そういう実態の

中、このアドバイザー事業をどう実施するのか

教えてください。 

阿部高齢者福祉課長 若年性認知症支援コーデ

ィネーターの導入についてお答えします。 

 昨年、決算特別委員会でも委員から御指摘を

いただき、検討を行ってきたところです。現在

は１人で対応しており、新規の相談を受けるの

は毎年３０件前後で推移していますが、若年性

認知症支援コーディネーターの知名度が上がっ

たことで、医療機関や地域包括支援センター等

からの相談も増加している一方で、地域におけ

る対応スキルが追いついていないことからコー

ディネーターの業務量が増加しています。 

このため、来年度からは初回相談時の電話対

応や事例集積等を担う人材を１人追加配置して、

現行のコーディネーターが支援業務に専念でき

るよう、また、増員によって研修や受入先拡大

の取組を充実させることで、地域における支援

体制の強化を図っていきたいと考えています。 

現在、委託先である認知症の人と家族の会大

分県支部に、その作業に向けた準備を進めてい

ただいていますが、今回追加する職種は保健師

を想定していて、勤務日数は今現在のコーディ

ネーターが月１８日勤務ですが、その７割程度

で月１２日の９時から１７時までの勤務を想定

しています。なお、現在、土曜日は電話相談を

やっていませんが、採用後はできれば土曜日の

電話相談を実施し、電話相談を充実させたいと

考えています。 

内海こども未来課長 放課後児童クラブのアド

バイザー派遣についてお答えします。 

 アドバイザー派遣については、社会保険労務

士会と委託契約を結び、社会保険労務士をアド

バイザーとして放課後児童クラブに派遣してい

る事業です。社会保険の加入や就業規則、雇用

契約書の作成などについての労務環境の改善に

向けた支援、アドバイスを行っています。令和

４年２月末までに延べ２１クラブにアドバイザ

ーを派遣しています。 

 御指摘のあった支援員の不足についてはおっ

しゃるとおり、放課後児童支援員は平日の勤務

時間が短い一方で、夏期休暇中は長いという勤

務形態から、なかなか確保が難しいという話は

聞いています。県では、支援員の養成もしてお

り、今年度は１４７人を養成しています。あわ

せて、さきほどのアドバイザー派遣での労務環

境の整備や月額９千円程度の賃金改善にも取り

組むことで、支援員の確保に努めていきたいと

考えています。 

玉田委員 まず、コーディネーターの件はフル

タイムで２人に増えるかなと思ったら、少しハ

ードルがあるみたいですね。一歩前進と捉えて

いますが、状況を見てまたいろいろ検討してい

きたい。お互いに議論できればなと思うので、
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よろしくお願いします。 

 それから、放課後児童クラブの件ですが、状

況は分かりました。関連して、この間も少し議

論しましたが、小１の壁についてです。放課後

児童クラブの事業実施主体は市町村なので、そ

うすると、小１の壁を解消するためにどこが主

体的に取り組むのか。 

例えば、申請して決定までの大体の流れを聞

いてみると、２月に入学説明会が開かれて、そ

のときに放課後児童クラブの説明があり、その

日に申請して３月の初旬ぐらいに決定すると。

保育所の段階ではずっと預けられるから働いて

いるけれども、４月から放課後児童クラブに入

れなかったときに、仕事を辞めたり勤務体制を

変えなければならなくなることを小１の壁と言

われています。我々もそういう声を受け止めて

いて、どこが主体的にこれを変えていったらい

いだろうと。 

整理の中では市町村が主体だから、市町村で

申請の時期を変えていろいろやってくださいと

いう話もあります。だけど、なかなかそれはど

うもならないし、大分県は子育て満足度日本一

を掲げているので、これはちょっと状況を調査

して、共有しながら何かいい方向に解消できな

いかと思いますが、いかがでしょうか。 

内海こども未来課長 仕事を辞めなければいけ

ないとか、小１の壁で本当に苦労されている方

がいるという話でした。 

 放課後児童クラブの待機児童は、令和４年５

月時点で２４人います。県としては、待機児童

の解消に向けた施設整備とか、さきほどお伝え

した支援員の養成に取り組んでいます。定員は

昨年度と比べて４２６人の増加、支援員も今年

度１４７人を養成しています。また、低学年の

お子さんが待機児童になった場合、空きが生じ

たときには市町村が優先的に入れる対応をして

いるとの話も聞いています。 

 引き続き、市町村と連携しながら御提案のあ

った市町村同士での意見交換と言うか情報、状

況を共有する場の開催等も検討して、連携しな

がら対応していきたいと考えています。 

玉田委員 ありがとうございます。放課後児童

クラブの目的が、保護者が労働等により昼間い

ない家庭の児童に対し、健全な育成を図るとい

うもので、その中で待機しているということで

すが、さきほど説明のあった待機児童２４人の

中に、小１の壁で跳ね返された児童はカウント

されていますか。 

要するに、本当は行かせたいけど職が決まら

ない、仕事を辞めて４月からは家にいるから、

結果として待機児童にはカウントされていない

ケースはありますか。 

内海こども未来課長 そのケースの方がカウン

トされていないのかは承知していませんが、申

請した方のうち入れなかった方が待機児童にカ

ウントされているものと承知しています。 

玉田委員 ややこしくなってすみませんが、で

は１回その辺を調査して、また議論させてくだ

さい。よろしくお願いします。 

三浦委員 ５９ページのワクチン接種の関係で

す。私の周りでもワクチン接種の回数が減って

きたと聞きますが、これまでのワクチンの廃棄

数を教えてください。 

また、５月８日から５類に引き下げられます

が、例えば、県営のワクチン接種センターで確

保するワクチンはどういった形で配布するのか。

もしくは国と協議をしているのか。その辺の流

れがちょっと見えてこないので教えてください。 

首藤審議監 まず、これまで県内で廃棄したワ

クチンの数について、モデルナ社製のワクチン

約５万２千回分を廃棄しています。これについ

ては昨年マスコミ等に公表しており、最近は特

にありません。 

 今後のワクチンについても、必要となる回数

分を各市町村の計画をもとに県で取りまとめて

国に配分を申し込む流れになっています。基本

的には全額公費で国が用意したものをいただき

ますが、廃棄が出ないよう所要費を見込んだ上

で要求しています。 

三浦委員 マスコミ発表の５万２千回分は把握

していますが、その後は特段ないと。モデルナ

社製だけでなく、ファイザー社製も含めてです

が、その辺をしっかり打ち終えているというこ

とですか。 
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首藤審議監 廃棄数についてはさきほど申した

とおりで、それ以降の廃棄は今のところありま

せん。廃棄が出ないよう、国から供給を受けて

いるのが今の実態です。 

御手洗委員 ワクチンをはじめ、多額の予算を

投じて感染予防対策を講じている中、昨日から

マスク着用は個人の判断になりました。担当部

として、どういう取組をするのかお聞きします。 

山田福祉保健部長 マスクについてですか。（ 

「もちろん」と言う者あり）昨日からマスク着

用のルールが変わったので、基本的には個人の

判断となっています。 

 部内についても基本的には職員個人の判断で

すが、例えば、国から示されている高齢者に接

するようなリスクの高い場面や、近い距離で話

をする場合は着用するとか、それぞれの状況に

応じて個人が判断することになります。 

御手洗委員 県職員という立場からすればそれ

ぞれの判断になるのでしょうが、担当部として

部長はそういう判断でいいのですか。 

山田福祉保健部長 マスクを着用するか、私も

今日ここに臨むにあたって、かなり悩んだとこ

ろです。そこで一つ、考えなければならいのは、

県民の皆様に対してマスク着用はそれぞれの判

断と示している以上、逆に私が部の責任者とし

てマスクをしてここに出ると、やっぱり付ける

んだなと捉えられても、それはそれで国や県が

発しているメッセージとちょっと違うのかなと。

少なくとも、この場では感染リスクが低いと判

断してマスクをしませんでした。 

 ですから、ここで付けてしまうと逆にやっぱ

り原則付けるんだと。特に福祉保健部が付ける

ということは、やっぱり外すとリスクがあるん

だと取られても、それはそれで差支えがあるの

かなと。いろいろ悩んだ末に、今日は付けずに

出てきたということです。 

藤内理事兼審議監 私は昨日から執務室でマス

クを外していました。そしたら、今年の花粉の

飛散量が多いせいか、この年になって本当に目

がかゆくなって、花粉症の症状が出たので今日

はマスクをしています。 

 このように、職員の健康状態や、さきほど部

長が申したように、その人が高齢者とか重症化

リスクのある方と接するといったことも加味し

ながら判断いただくことが大事だと思います。 

部として着用した方がいいと、県庁内、ある

いは外に向かって言うことは、今の国の方針に

も反するので、やっぱり一人一人の判断を尊重

することが大事と思っています。 

御手洗委員 個人の自由となった場合、過去の

例からすると、感染症が減らない。要するに、

増えるのではないかという気がしてなりません。

そのときはどうするのかと。 

 だから、今の時点では大分県が認めただけだ

とか、そういう範囲ならね。だけど、そうでは

ないわけだから、県も国が定めた方針に沿って

というのは分かりますが、やはり大半の皆さん

が不安を感じていると思います。まあいいです

よ、ここから先は。ただ、これだけの予算を確

保していることに相反するのではないかと思い

ますが、いかがですか。 

山田福祉保健部長 コロナ関連の予算について、

予算編成時は国の５類以降後の対応が全く見え

ない状態だったので、取りあえず現行の２類の

措置がそのまま継続することを前提に、最大の

額で予算を要求しています。 

 担当課長が説明しているように、国の方針が

だんだん見えてきました。いろんな措置がなく

なり、財政支援がなくなるものもあります。そ

れについては執行を留保し、感染が拡大して５

類見直しも取りやめになるとか、とにかく最悪

の自体となっても対応できる万全の予算を組ま

せていただきました。基本的には必要最小限の

執行にとどめたいと考えています。 

後藤副委員長 ９ページの市町村の重層的支援

体制整備事業への支援について、市町村はどこ

か教えてもらいたいのと、具体的な取組内容を

教えてください。 

渡邉福祉保健企画課長 社会福祉法の改正で、

新たに令和３年度からできた事業です。今年度

までは国の負担で県の負担はありませんでした

が、来年度からは県も負担することとなったた

め、５市町村分を措置しています。 

なかなか難しくて説明しにくいですが、８０



- 26 - 

５０問題とか住民の課題が複合化しており、属

性が特定できない様々な課題が出てきていて、

それに関して包括的に相談を受けようと。今ま

での体制だと、例えば、高齢者の相談窓口では

内容によって、そこで受けると補助金の目的外

利用となるものもあって、その部分は除く必要

がありました。なので、包括的な相談体制をつ

くるために一括した交付金をつくりましょうと、

この事業ができました。 

 具体的な中身として、一つは相談支援。これ

は今説明したように、どんな相談でも一旦受け

止めるという包括的な支援体制を整備するとい

うこと。それから、参加支援として地域に参加

しましょうと。例えば、ひきこもりや無職の方

を社会に出して働かせましょうと。さらには地

域づくりとして、地域で顔の見える関係をつく

って助け合いましょうと、この三つをあわせて

重層的に取り組む。国と県で負担して、それを

実施する市町村に対し交付する事業になってい

ます。 

後藤副委員長 これは一般質問でも聞いたこと

があった話で、正しい言い方か分かりませんが、

コミュニティソーシャルワーカーや民生委員と

か、いろんな人が絡み合ってできるというイメ

ージでいいですか。 

渡邉福祉保健企画課長 そのとおりで、地域づ

くりの段階で地域コーディネーターとか市町村

側にも窓口としてコーディネートする人も関わ

るし、体制をつくるためには人材も必要なので、

人材育成とあわせてやっていくということです。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 １点、県民から御意見をいた

だいています。産後ケアについての予算がどこ

かにあるかと思いますが、別府市以外は産後４

か月までで、別府市のみが１歳までと聞いてい

ますが、やはり対象が狭すぎると思うんですね。

今、祖父母も仕事を持っていてなかなかサポー

トできない状況もあるので、虐待等を防止する

ためにも産後ケアの対象を広げるべきかと思い

ます。 

 それと、毎月市役所へ手続に行かないといけ

ないと聞いていますが、小さい赤ちゃんを連れ

て毎月市役所に行くのはとても大変なので、ス

マーフォンで電子申請ができるようにすべきか

と思いますが、どうでしょうか。 

内海こども未来課長 産後ケア事業については、

市町村が利用者の状況等を把握した上で行って

いますが、その対象が狭いという話でした。 

まず、小さいお子さんを連れて申請に行くの

が大変だという点について、窓口での申請が困

難な方については、御相談いただければ市町村

の保健師が訪問して申請の受付に対応している

と話を聞いています。ただ、オンライン申請も

ですが、対象範囲も含めて利便性の向上に向け

た検討を、市町村とともに今後も行っていきた

いと考えています。 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決します。 

 それでは、本案のうち本委員会関係部分につ

いて、さきほど審査した生活環境部関係を含め、

一括して採決します。 

本案のうち、本委員会関係部分については原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案のうち、

本委員会関係部分については原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 

 次に、第３号議案令和５年度大分県国民健康

保険事業特別会計予算について、執行部の説明

を求めます。 

一丸国保医療課長 第３号議案令和５年度大分

県国民健康保険事業特別会計予算について、御

説明します。 

 同じく、予算概要の１３８ページをお開きく

ださい。 

 この特別会計は、県が市町村とともに国保の

保険者となり、安定的な財政運営を図るため、

平成３０年度に設置したものです。令和５年度

は歳入、歳出共にそれぞれ１，１７２億６，３

２５万９千円を計上しています。 
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１３９ページをお開きください。歳入の主な

ものについて御説明します。 

１分担金及負担金の１負担金３０１億５，６

１２万５千円は、市町村から徴収する国民健康

保険事業費納付金です。また、２国庫支出金３

３６億６，９６６万２千円の主なものは、療養

給付費等負担金２００億６，２７４万７千円で

す。 

 次に、１４０ページを御覧ください。 

４繰入金の１繰入金６７億３，４６０万１千

円は、一般会計からの繰入金です。 

５諸収入４６２億８，９４６万１千円の主な

ものは、６５歳から７４歳の前期高齢者の保険

給付費として、社会保険診療報酬支払基金から

交付される前期高齢者交付金です。 

 続いて、１４２ページをお開きください。歳

出の主なものについて御説明します。 

保険給付費等交付金９７４億３，１６０万５

千円です。これは、国庫支出金や市町村からの

納付金等を財源として、保険給付等に要する経

費を市町村に交付するものです。 

 １４３ページをお開きください。 

後期高齢者支援金等１４９億５，５６７万９

千円です。これは、７５歳以上の後期高齢者医

療に係る保険給付費を各保険者が支援するもの

で、国保の負担分を社会保険診療報酬支払基金

に納付するものです。 

１４８ページをお開きください。 

保健事業費７，００２万５千円です。これは、

被保険者の健康寿命延伸や医療費適正化に向け、

一つ目の二重マルにある、健診や医療レセプト

等のデータ分析に基づく効果的な保健事業に取

り組む市町村を支援するほか、二つ目の二重マ

ル、重複服薬や多剤投与の是正に向けた指導等、

三つ目の二重マル、生活習慣病の予防や早期治

療に向けた普及啓発などを実施するものです。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 県が確保している基金はいく

らですか。どこに出ていますか。 

一丸国保医療課長 基金についてはこちらの予

算概要には掲載していませんが、今回を含めて

７０億円ほどになるかと。ただ、今後積むもの

もあります。 

猿渡委員外議員 年金も実質賃金も下がる一方

で物価は上昇しており、市民生活が非常に困窮

している中、国保税の負担が非常に重い。やは

り、基金の一部を活用して国保税の引下げにい

かせればと思います。ぜひそういう方向で活用

すべきと思いますが、どうでしょうか。 

一丸国保医療課長 基金の処分の目的から、国

保税を下げることには使うことができません。

県が市町村からいただく納付金を算定をします

が、その納付金が伸びないよう、来年度につい

ても基金を充てています。こうした伸びを抑え

るために、引き続きこの基金を活用していきた

いと考えています。 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４号議案令和５年度大分県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算について、執行部の

説明を求めます。 

隅田こども・家庭支援課長 １４９ページをお

開きください。 

第４号議案令和５年度大分県母子父子寡婦福

祉資金特別会計予算です。 

この特別会計は、ひとり親家庭等に対し、生

活の安定と自立促進を図るための貸付事業を行

うもので、歳入、歳出共にそれぞれ１億２，０

９７万円を計上しています。 

 １５０ページをお開きください。 

歳入の主なものについては、３諸収入５，５

０５万６千円ですが、これは、貸付世帯からの

償還金です。 

 １５１ページを御覧ください。 
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 歳出の主なものについては、母子父子寡婦福

祉資金貸付金９，３８２万２千円です。これは、

ひとり親家庭等に対し、修学資金など計１２種

類の資金を無利子又は低利子で貸し付けるもの

です。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第２１号議案おおいた子ども・子育て

応援県民会議条例の一部改正について及び第 

２２号議案児童福祉施設の設置及び運営に関す

る基準を定める条例等の一部改正について、一

括して執行部の説明を求めます。 

内海こども未来課長 委員会資料の３ページを

御覧ください。 

第２１号議案おおいた子ども・子育て応援県

民会議条例の一部改正について御説明します。 

１条例の概要ですが、本条例は、子ども・子

育て支援法等に基づき、おおいた子ども・子育

て応援県民会議の設置について定めているもの

です。 

２改正理由ですが、こども家庭庁設置法の施

行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に

よる子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、

条ずれが生じたので条例の規定を整備するもの

です。 

３改正内容ですが、条例第１条について新旧

比較表のとおり、根拠法を改めます。なお、条

ずれの理由は下の方に参考で記載しているとお

り、内閣府に設置されていた子ども・子育て会

議について定めた条項が削除されたことによる

ものであり、同会議はこども家庭庁に設置され

るこども家庭審議会に改められます。 

４施行期日は、本年４月１日です。 

続いて、４ページを御覧ください。 

第２２号議案児童福祉施設の設備及び運営に

関する基準を定める条例等の一部改正について

御説明します。 

１改正理由ですが、静岡県における幼児教育、

保育施設の送迎バス事故等を踏まえた国の基準

省令等の改正に伴い、所要の改正を行うもので

す。 

２改正する条例は①から④に掲げる四つの条

例で、保育所、認定こども園、障がい児関係の

事業所等が対象となります。 

３改正内容ですが、まず、子どもの安全確保

に関する事項の（１）自動車を運行する場合の

児童の所在確認です。これは、自動車で移動等

する場合に、点呼等による所在確認を義務付け

るほか、送迎バス等の車内にブザー等の児童の

見落とし防止装置の使用を義務付けるものです。 

（２）安全計画の策定については、児童の安全

確保のため、設備の安全点検等を含めた施設で

の生活の安全に関する指導等についての計画を

策定し、必要な訓練等を義務付けるものです。 

（３）業務継続計画の策定については、感染症

や非常災害発生時における継続的なサービス提

供や早期の業務再開を図るための計画策定等の

努力義務を課すものです。次に、人員配置に関

する事項として（４）保育所と児童発達支援と

の一体的な支援を可能とするための規制の見直

しですが、これは、保育所等と児童発達支援事

業所が併設されている場合に、職員の兼務や設

備の共用を可能とするものです。（５）看護師

等の配置要件の見直しですが、これは、保育所

において、看護師等を１人に限り保育士とみな

すことができる経過措置について、乳児の在籍

人数が４人以上とする要件を撤廃し、乳児４人

未満の場合は保育士と合同で保育を行うこと等

の要件を明確化するものです。その他の事項

（６）懲戒権に係る規定の削除については、民

法改正に伴い、管理者、施設長における懲戒権

に係る規定を削除するものです。左下の表でマ
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ルが付いているものが、今回条例で改正するも

のです。 

 最後に、４施行日は本年４月１日ですが、

（６）の懲戒権に係る規定の削除については、

省令と同様に公布日施行とします。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決します。 

まず、第２１号議案おおいた子ども・子育て

応援県民会議条例の一部改正について採決しま

す。本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第２２号議案児童福祉施設の設置及び

運営に関する基準を定める条例等の一部改正に

ついて採決します。本案は、原案のとおり可決

すべきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、本案は、原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

次に、請願２２第９期介護保険制度改正に向

け被保険者の負担増につながる見直しを行わな

いことを求める意見書の提出について、執行部

の説明を求めます。 

阿部高齢者福祉課長 ５ページを御覧ください。 

 請願２２第９期介護保険制度改正に向け被保

険者の負担増につながる見直しを行わないこと

を求める意見書の提出について御説明します。 

 現在、国においては少子高齢化が急速に進展

する中、介護保険制度の持続可能性を確保する

ため、令和６年４月からの第９期計画に向けて、

給付と負担の在り方が検討されています。今回

の請願は、負担が過重とならないよう３点につ

いて挙げ、国への意見書提出を求めています。 

まず、１点目の１号保険料については能力に

応じた負担の観点から、高所得者の保険料引上

げや低所得者の引下げ等、保険料算定に係る所

得の段階を増やすことなどが検討されています。 

２点目の介護保険サービス利用料については、

利用者負担が２割となる所得の基準を見直すこ

とが検討されています。 

３点目の多床室の室料負担についてですが、

特別養護老人ホーム等では既に利用者負担を求

めているのに対して、老人保健施設や介護医療

院等では求めていないことについて、在宅との

負担の公平性や各施設の機能、利用実態等を踏

まえ検討されています。 

県では、これらの見直しに関する情報収集に

努めながら、国に対しては介護保険制度が将来

にわたり安定したものとなるよう、国庫負担割

合を引き上げることも含めて低所得者及び地方

財政の負担を軽減するよう毎年要望しています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 これは全く同感で、意見書の

提出が大事だと思います。今答弁にもあったよ

うに、国庫負担割合を引き上げるしかないと思

っています。介護保険料は当初より２倍以上に

なってきています。さきほど言ったように年金

は下がっているし、生活も非常に大変な状況で、

私はこの社会保険料の負担が生活を圧迫するこ

とは逆だと思うんです。社会保障は安心して暮

らせるためのものであって、そのための負担が

生活を圧迫している現状、根本的に制度を見直

して変えていかなきゃならないと考えています。

以上、意見です。 

二ノ宮委員長 それでは、質疑を終わりたいと 

思います。 

これより、本請願の取扱いについて協議しま

す。いかがいたしますか。 

後藤副委員長 今、猿渡議員が言われたように

とても大切なことだと思います。ただ、これは
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審議会等でも慎重に議論していることと、それ

から、個人的にはこの１０年間、大分県の現状

はどうだったかを再度よく知りたいと思うし、

大分県が導入した和光方式なるものも含めてぜ

ひ教えてもらいたい。 

 もともと難しい問題だと思うので、ぜひ審議

未了としていただけないかと思います。 

二ノ宮委員長 審議未了扱いという御意見があ

るので、挙手により採決します。 

本請願は、審議未了扱いとすべきものと決す

ることに賛成の方は挙手願います。 

  〔賛成者挙手〕 

二ノ宮委員長 全会一致であります。 

 よって、本請願は審議未了扱いとすべきもの

と決定しました。 

次に、継続請願２０物価高騰に見合う年金額

引上げを求める意見書の提出について、執行部

の説明を求めます。 

土師保護・監査指導室長 ６ページを御覧くだ

さい。 

 継続請願２０物価高騰に見合う年金額引上げ

を求める意見書の提出について御説明します。 

 年金額の改定は、法律の定めに基づいて行わ

れており、名目手取り賃金変動率が物価変動率

を上回る場合、６７歳以下の新規裁定者は名目

手取り賃金変動率を、６８歳以上の既裁定者は

物価変動率を用いて改定し、さらに将来世代の

年金給付水準を確保することを目的に導入され

た、マクロ経済スライドによる調整を行い決定

されています。 

 物価高騰対策として、国においては電気、都

市ガス代について、小売事業者などが家庭、企

業などに請求する月々の料金から使用した量に

応じた値引きを行い、国は小売事業者などに対

し、値引きの原資を支援する負担軽減を令和５

年１月使用分から実施しています。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 さっきから述べているように、

県民の生活に関わることなので、これは非常に

重要で大事だと思っています。 

二ノ宮委員長 それでは、質疑を終わりたいと 

思います。 

これより、本請願の取扱いについて協議しま

す。いかがいたしますか。 

後藤副委員長 この件も、審議未了ではいかが

でしょうか。 

二ノ宮委員長 審議未了扱いという御意見があ

るので、挙手により採決します。 

本請願は、審議未了扱いとすべきものと決す

ることに賛成の方は挙手願います。 

  〔賛成者挙手〕 

二ノ宮委員長 全会一致であります。 

 よって、本請願は審議未了扱いとすべきもの

と決定しました。 

次に、付託外案件の審査に入ります。 

 今回は陳情が１件です。それでは、陳情５３

児童相談所及び相談員制度の改善と里親委託解

除の撤回を求める陳情について、執行部の説明

を求めます。 

隅田こども・家庭支援課長 この陳情は、里親

に預けられた子どもへの対応に関するものです。 

 まず、冒頭の２行で昨年１０月頃の新聞記事

について触れられています。陳情書本文には大

分合同新聞に掲載されていたとあったので、く

まなく確認しましたが、該当する記事を確認で

きませんでした。 

 ３行目から５行目の記載については、提出者

の娘夫婦の事案について触れられているもので

あり、児童相談所が提出者も含め適切に対応し

てきた事案です。 

３点ある項目の１点目についてですが、里親

に預けられた子どもたちは、里親だけでなく児

童相談所が設ける面談時に児童福祉司や児童心

理司に対しても直接相談できるほか、県内５か

所に設置している児童家庭支援センターにおい

ても相談に応じています。また、委託解除後の

支援については、児童アフターケアセンターお

おいたが、委託中から本人の話を聞きながら支

援計画を作成しているほか、当事者同士の交流
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活動も実施しています。 

２点目について、本県の児童相談所には、国

の配置基準を満たした児童福祉司及び児童心理

司を配置しており、令和３年度には中央児童相

談所に里親・措置児童支援課を新設し、里親支

援の体制を拡充したところです。また、里親制

度の理解や子どもの権利擁護、発達に特性を持

つ子どもへの寄り添い方などをテーマに職場研

修を実施するなど、専門職としての質の維持向

上を図っています。 

３点目について、里親委託解除後の子どもの

情報については、個人情報保護条例における個

人情報の目的外提供にあたるため、提出者を含

め、第三者に開示することはできません。また、

里親委託解除については、国の児童相談所運営

指針や里親委託ガイドラインに基づき、子ども

の最善の利益を確保する観点から、里親家庭に

おける養育状況や子どもの発達などを医学面、

心理面など専門的な見地を加えて、児童相談所

が総合的に判断し、決定しています。 

今回陳情された提出者の娘夫婦に係る里親委

託の解除についても、この考え方により適切に

判断、決定しており、当事者への説明を尽くし

ています。提出者に対しても、引き続き御理解

をいただけるよう努めます。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

をもって意見聴取を終了します。 

 次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。 

 それでは、①の報告をお願いします。 

土師保護・監査指導室長 ８ページを御覧くだ

さい。 

 ３月１０日付けで公表した指定障害児通所支

援事業所の指定取消について御報告します。 

 まず、左側の処分の概要ですが、対象者は別

府市所在の株式会社創翔の里です。同法人が別

府市、国東市及び日出町で運営するかぼすの丘

という名称の指定障害児通所支援事業所、計９

事業所の指定を取り消しました。 

 次に、処分の経緯ですが、令和４年１０月か

ら１１月にかけて不正に関する情報提供があり、

その後、計１２回の特別監査及び特別検査等を

行いました。確認された不正内容及び不正請求

額ですが、不正内容の一つ目は、給付費の不正

請求です。令和４年９月から１１月までに、合

計２万２，２４９件で３，３９９万７，５３０

円の不正請求が確認されました。二つ目は、虚

偽の報告等です。過去の定期実地指導及び監査

において、虚偽の業務日誌、タイムカード及び

勤務表等を提示、提出するとともに、虚偽の説

明を行っていました。こうしたことから今回、

児童福祉法に基づく指定の取消を行ったもので

す。３月１０日に処分を決定、公表し、処分効

力の発効は４月３０日としています。 

 右側、今後の対応についてです。まず、利用

者及び従業者への対応ですが、利用者１６６人

が継続してサービスの利用ができるよう、受入

先について関係市町と協力して調整を行ってお

り、表に記載しているとおり、３月１０日現在

１２９人の受入先調整が終了し、残る３７人が

調整中です。なお、調整中の３７人についても

今後、当該取消事業所の跡地に開設される見込

みの事業所や、各地域の既存事業所で受入が可

能となる見込みです。また、従業者の方につい

てはこうした利用者の受入調整を進める中で、

新規開設や規模拡大する事業所等へ円滑に就職

できるよう、大分県社会福祉協議会に設置して

いる福祉人材センターと協力して調整を行って

います。 

 最後に、再発防止策についてです。全事業者

に対し、法律等の遵守及び体制整備の徹底に関

する通知を発出したほか、実地指導時の人員基

準確認の強化、あるいは抜き打ちもしくは直前

の通告による現地確認等の実施を進めます。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 
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三浦委員 虚偽の不正請求があり、金額的にも

件数的にもかなり大きいと感じています。 

 今、３７人の利用者は受入先調整中というこ

とですが、指定の取消が４月３０日だとその日

まではこの事業所があって、それ以降に既存及

び該当取消事業所の跡地で調整中の方のスムー

ズな受入れができるのか。もっと言うと、調整

の方向性に受入見込と書かれているということ

は、５月１日に指定障害通所支援事業所の許可

が下りて、受入先調整中の方がその辺でスムー

ズに受け入れられるということなのか。 

 あわせて、かなりの従業員が働いていますが、

そういった方の今の現状と、新たな事業所に入

っていけるのかを教えてください。 

その辺、市町とも調整されていると思います

が、現状の分かる範囲で結構なのでお願いしま

す。 

立脇障害福祉課長 利用者及び従業者について

お答えします。 

 まず、利用者についてです。委員御指摘のと

おり指定取消日が４月末で、その後で大丈夫な

のかという疑問をお持ちかと思います。まだ、

具体的にははっきり分からない部分もあります

が、現在、段階的に事務所を閉じており、準備

ができたところから新たな事業所の意向を聞き、

利用者の受入れを行うことを想定しています。 

 そして、資料にある１２９人については一応

４月１日をめどとして調整しています。そして

今回、処分日から実際の処分の効力発効日まで

１か月半ほどありますが、これは順調に行かな

かった場合でも、利用者の処遇に問題が生じぬ

よう、ある程度余裕を持って期間を定めている

ので、現実的にはもう少し早い段階での移行を

考えています。 

 次に、従業者についてです。従業者個人のプ

ライバシーの問題もあり、かぼすの丘の事業所

役員もしくはそれを調整する市町でも全てを把

握できていない部分もあります。ただ、我々が

把握している情報では、その後、引継ぎを希望

している事業所に採用が決まっている方とか、

既存の事業所に受入れが決まっている方、中に

は今回と違う事業形態の分野の仕事を探してい

る方もいると聞いているので、そのあたりもま

た調整しながら順調に利用者の受入れができる

ようにしたいと思っています。 

 今回、経営サイドが主体となって不正を働い

ていますが、多くの従業者は全く関与していま

せん。福祉人材としては非常に貴重な人材なの

で、このような方がこれまでのスキルを十分い

かせる仕事に就けるよう支援していきたいと思

っています。 

三浦委員 この事業所は私の地元も入っていて、

以前から様々な方に話を聞いていました。例え

ば、卒園して入学することが、時期的に当然考

えられるので、本当に利用できなくて困る方が

出ないよう、丁寧かつしっかりと事業者に指導

していただきながら、市町と連携して切れ目、

抜け目のないようにぜひお願いします。 

玉田委員 ９月から１１月の３か月で３，３９

９万７千円ですが、それより前に遡るのもある

でしょうか。 

 そしてもう一つ、再発防止策で３点あります

が、この件について、事業所はこれなんでしょ

うが、やっぱり障害者施設の報酬の問題とか基

準の配置の問題とか、そこで人手不足が生じて

いるとか、そういう制度の課題があると思いま

す。それが起因となっていればですが、そうい

う場合に、制度そのものの改善策について話し

合う機会は今後あるのでしょうか。その２点を

お願いします。 

土師保護・監査指導室長 遡れるのかという点

について回答します。 

 県では、９月から１１月までの３か月分を確

認しました。今回の事業所は、不正件数が非常

に多かったので、まずは処分の決定に必要な部

分を早急に固めるため、３か月間を抽出して確

認作業をしました。 

 それ以前については、５年間分の給付費を支

給した各市町が確認し、確定後に事業者へ請求

する流れになります。 

立脇障害福祉課長 今後の制度見直しについて

お答えします。この障害者通所事業については、

まだ歴史の浅い事業で、実は平成２９年にも事

業の見直しが一度行われています。これは全国
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的な問題として、事業者によって支援にばらつ

きがあることが当時課題となっていて、国で見

直し、従業者の要件等を多少厳しくした経緯が

あります。 

 また、来年度に私どもも障がい福祉計画の見

直しも予定しています。そういった中でも制度

の課題は検証していくことになると思います。 

 また、あわせて国でも基本的に給付費制度の

見直しを３年ごとに行っており、その中でサー

ビス給付費の額や基準を随時見直しているので、

そういった推移を見守っていきたいと考えてい

ます。 

後藤副委員長 今、玉田委員が言われように３

か月で３千万円ちょっとですが、これは経営者

だけでできるものなのかと思って。 

 例えば、事業所の経営者と何人かがそうやっ

ているとか、失礼な話ですが障がい者の児童を

餌に金を取っているのじゃないかとか、こうい

ったのが多いのではないかと思います。これが

垂れ込みから分かったとか、分かる範囲で教え

てください。 

土師保護・監査指導室長 役員だけでできるか

という部分にお答えします。 

 今回の事案の事業所では、システム化が進ん

でおり、報告書などは全て本部で集約する形に

なっています。各事業所からの報告を本部が取

りまとめる際に改ざんが行われており、我々が

確認したところ、事業所では適正な報告がされ

ていました。 

 本部が集中して承認して、請求に関しても介

護報酬に関する登録を本部が行っていました。

事業所においては来所児童数を管理し、それを

本部に報告していたとのことです。 

後藤副委員長 本部で取りまとめた人が不正に

数を増やしていたわけで、この件は刑事告発を

しないのですか。そうしないと、なかなか減ら

ないと思いますが。 

土師保護・監査指導室長 刑事告発については、

昨年から捜査機関を含めて協議をしているとこ

ろで、今後の事業者の対応なども見極めながら、

告発ないし市町からの告訴を検討したいと考え

ています。 

後藤副委員長 やはり、ほぼ詐欺みたいなもの

ですよね。こうでもしないと減らないと思いま

す。こういう交付金詐欺が横行していてとても

気になるので、ぜひ刑事告発をした方がいいと

思いますが、せっかくなので部長どう思います

か、交付金詐欺について。 

山田保健福祉部長 今、後藤副委員長がおっし

ゃったように、これは書類の改ざんを伴うもの

で、故意にやっているのであれば非常に大きな

問題だと思います。 

この後、給付費の返還や利用者への対応とか、

それに対する協力の姿勢とか、いろいろなこと

を見ながら地元の市町とも協議し、その辺を話

合う運びになると思っています。 

二ノ宮委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

猿渡委員外議員 障がいを持つ子どもたちは、

施設や人的な環境が変わると非常に大変で、保

護者を含めて不安があると思います。 

さっきの話を聞くと、今まで通っていたとこ

ろで知っているスタッフをという方向で、極力

努力いただいているという理解でいいでしょう

か。子どもたちの状況がそれぞれ違うので、な

るべく施設のスタッフも、そこを把握して慣れ

た方に対応いただくことが大事かと思いますが、

どうでしょうか。 

立脇障害福祉課長 議員のおっしゃるとおり、

慣れた環境でサービスの提供が継続されること

が一番理想です。 

しかしながら、そのまま同じスタッフでとい

うわけにはいかない部分もあるので、そこは同

じ場所に通える子どももいるかもしれないし、

違う場所でも同じスタッフの支援を受けられる

子どももいるかもしれません。そこは、なるべ

く子どもとのマッチングも考えながら、各市町

で現在調整しています。中にはやはり、新しい

環境になる子どももいると思うので、そこは極

力サービス低下、環境の変化が少ないよう努力

していきたいと考えています。 

二ノ宮委員長 ほかに御質疑等もないので、次
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に②の報告をお願いします。 

藤内理事兼審議監 お手元の資料に沿って、新

型コロナウイルス感染症の現状について説明し

ます。新型コロナウイルス感染症の現状につい

てという画面が出たでしょうか。 

 まず、世界の発生状況ですが、現在、世界的

に新型コロナが発生した２０２０年６月ぐらい

のレベルまで下がっています。非常に落ち着い

た状態で、次の大きな流行になりそうな新たな

変異株も、今のところ検出されていません。 

 それから、国内の発生状況は約３，３３２万

人、そのうち県内が３０万人を超えている状況

で、全国、県内とも人口の２６％で４分の１強

が感染している状況です。 

 県内の感染状況は、次の２ページを御覧くだ

さい。 

日々の新規感染者数をカレンダーに落とし込

んだものです。下の方を見ていただいて、本日

３月１４日公表が１０２人と、残念ながら赤字

となり、前の週の同じ曜日を上回ることになり

ます。このカレンダーを見てお気付きのとおり、

ここへ来て赤と青がほぼ交互に出る状況になっ

ています。１月１８日以降、連日青が続いてい

ましたが、ここへ来て下がる速度が鈍ってきて

いる状況です。 

 次のページを御覧ください。 

 上が全国の新規感染者の推移、中ほどのグラ

フが県内の新規感染者の推移です。いずれも右

端を見ていただくと、下がり方が緩やかになっ

ている。全国、県内とも下げ止まっている状況

が見えるかと思います。 

 ちなみに、見ていただいているグラフの一番

右側が第８波で、その左側が第７波で、第７波

と８波を比較すると、全国的には第７波の高さ

の方が非常に大きくなっています。大分県のグ

ラフを見ると、第 7波と第８波でピークがほぼ

同じで、県内に限っていえば、ほぼ同じ流行の

規模になっています。それから、一番下の病床

使用率を御覧いただくと、直近が１１．１％で、

第８波では７５．８％まで病床使用率が上がり

ましたが、今、病床使用率も大変落ち着いてい

る状況です。 

 次のページをお願いします。 

 これは、人口１０万人当たりの新規感染者数

を多い順に並べたものです。全国と大分県の下

がり具合はほぼ同じ状況で、ここのところ大分

県は全国で大体２０位前後で維持している状況

です。全国的に順調に下がっていますが、それ

が下げ止まっている状況です。 

 次のページを御覧ください。県内の感染状況

を少し簡単に説明します。 

まず、上の折れ線グラフが年代別の感染者数

の推移です。各年代ともずっと減ってきて、ど

の年代がどれなのか分からなくなっています。

その下のクラスター発生状況を御覧いただくと、

この５週間はピンクで示した高齢者施設、赤で

示した医療機関のクラスターもぐっと減ってき

ました。先週は、それぞれ１件です。こうした

高齢者施設や医療機関でクラスターが発生する

と、どうしても入院患者が増えますが、クラス

ターが落ち着いてきたことで、県内の病床使用

率も順調に下がっている状況です。 

 次のページをお願いします。 

 次は、インフルエンザの流行状況についてで

す。今回は３シーズンぶりにインフルエンザが

流行して、正にインフルエンザとコロナの同時

流行という形になりました。このシーズンのイ

ンフルエンザの流行状況を、太いピンクの折れ

線で示しています。６週目で定点当たりの患者

数が２０人を超えて、今シーズンのピークを記

録し、それから一旦下がったんですが、また上

がって下がってという状況です。 

その下のグラフを御覧ください。これは、学

校欠席者情報によるインフルエンザとコロナの

感染状況で、小学校から高校までの児童生徒が

コロナやインフルエンザでどれくらい欠席して

いるかという数字です。オレンジ色のコロナが

ずっと減っていますが、ちょっと下げ止まって

います。インフルエンザは減ってきましたが、

ここへ来てまた少し盛り返しているので、今シ

ーズンのインフルエンザは、まだ流行収束とい

うわけにはいかず、もうしばらくインフルエン

ザに対する警戒が必要かと思います。 

 さきほどマスクを外す話になりましたが、マ
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スクを外すときは、くしゃみとか咳をするとき

に、鼻や口を手で覆うのではなくて、ハンカチ

とか、できれば肘で鼻と口の周りを覆って飛沫

が周りに飛ばないよう、咳エチケットを励行し

ていただくことが重要かと思います。 

 では、次のページをお願いします。ワクチン

の説明をします。 

 真ん中左側にオミクロン株対応ワクチンの数

字を掲載しているので、これを説明します。こ

れまで、オミクロン株対応ワクチンは、昨年１

０月から接種を始め５１万人の県民がオミクロ

ン株対応ワクチンを接種しています。接種対象

者全体の接種率は５７．９％ですが、高齢者に

限れば７２．９％が接種しており、接種を希望

する方の接種が済んだ状況です。こうしたこと

から、県接種センターの接種も３月で一旦休止

と考えています。 

 では、最後のページをお願いします。 

 ３月１０日に、５月８日以降の５類見直し後

の方針が国から示されました。この表は、国が

示した方針を整理したものです。心配されてい

た医療費も、５月８日から全て自己負担ではな

く、コロナの飲み薬とか中和抗体、点滴の治療

もいずれも高額なので、それについては引き続

き公費で負担します。入院に関しても今までは

公費でしたが、高額療養費の自己負担限度額か

ら２万円を引く形で、９月末まで負担軽減を図

ることとなっています。 

相談窓口としては、コロナが疑われる人がど

こに受診したらいいかとか、陽性と判定された

方が自宅療養中に体調が悪くなったときにどう

したらいいかといった相談は、今後も継続とな

っています。 

ワクチン接種については５月８日以降、高齢

者等は春から夏の９月までの接種、９月以降の

秋から冬にかけては全員を対象に、もう一度ワ

クチン接種が予定されており、来年度いっぱい

まで公費負担で接種が行われます。 

外来医療機関については、現在５６０か所の

医療機関で外来診療をしていますが、これを段

階的に拡大します。季節性インフルエンザは７

５０か所の医療機関で診療しているので、あと

２００弱の医療機関に診ていただくようになれ

ば、最終的にはインフルエンザとほぼ同じ体制

が整います。それから、入院医療については、

現在５７か所の医療機関で感染者を受け入れて

いますが、これも入院を引き受けている全ての

病院で段階的に受入れの拡大を図っていきます。

このあたりは医療機関、病院協会、医師会等と

協議しながら、４月中に移行計画を策定するこ

ととしています。 

病床確保料――いわゆる空床確保料について

は単価や休止病棟の範囲が見直されますが、９

月末まで継続になっています。これは、医療機

関が病床を確保する体制を維持することが急に

手薄になって診れなくなる状況を防ぐ仕組みに

なっています。 

入院調整について、軽症や中等症の方は通常

の病気と同じように病院間で調整していただき、

重症者のみ行政が調整するとの方針を国が示し

ています。ここをどうするかも、県内で重症者

を診ていただいている医療機関と今後協議を進

めたいと考えています。 

宿泊療養施設と臨時医療施設については、基

本廃止となります。ただし、高齢者や妊婦の療

養目的で受け入れることは、自治体の判断で可

能となっています。それが、県内において５月

８日以降も必要か、そこも産婦人科の先生とも

協議をしたいと考えています。 

それから、高齢者施設で感染者が発生した場

合に、抗原検査キットを配布して一斉に検査す

る集中検査は今後も継続します。ただ、これも

いつまでとは示されていない状況です。 

それから、さきほど変異株はまだ検出されて

いないと説明しましたが、これからも新たな変

異株の早期検出が非常に重要になってくるので、

変異株を確認するゲノム解析を、今後とも継続

する予定です。 

そして、２類から５類になることで、濃厚接

触者も含めて入院勧告や就業制限がなくなり、

無料検査場でのＰＣＲ検査や抗原検査も５月７

日をもって終了の予定です。また、これまで感

染者数は各医療機関から報告いただいていまし

たが、現在、県内５８か所の医療機関にインフ
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ルエンザの定点報告を毎週いただいており、そ

の医療機関からの定点報告に変わります。国の

対策本部は５月 7日をもって終了となります。 

 以上、５月８日以降の５類見直しに向けての

国の方針を説明しました。 

二ノ宮委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 委員外議員から、何か質疑等は

ありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別に御質疑等もないので、これ

で諸般の報告を終わります。 

 予定している案件は以上ですが、この際ほか

に何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別にないので、これをもって福

祉保健部関係を終わりますが、ここで私からお

礼を申し上げます。 

〔二ノ宮委員長挨拶〕 

〔山田福祉保健部長挨拶〕 

二ノ宮委員長 ありがとうございました。 

 それでは、これをもって福祉保健部の審査を

終わります。 

 執行部はお疲れ様でした。 

 委員の皆様は、この後、協議を行うのでこの

ままお待ちください。 

 

〔委員外議員、福祉保健部退室〕 

 

二ノ宮委員長 それでは、内部協議を行います。 

まず、閉会中の所管事務調査の件についてお

諮りします。 

今定例会は、今月１７日をもって閉会となり

ますが、現委員は議員の任期である４月２９日

まで委員として在任することになります。 

したがって、お手元に配付のとおり、各事項

について閉会中の継続調査をしたいと思います

が、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 御異議がないので、所定の手続

を取ることにします。 

以上で予定されている案件は終了しました。 

この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

二ノ宮委員長 別にないので、最後に私から一

言御礼を申し上げます。 

〔二ノ宮委員長挨拶〕 

二ノ宮委員長 これで、委員会を終わります。 

お疲れ様でした。 

 


